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第 10回議会報告会で
市民のみなさんから寄せられた
ご意見・ご質問にお答えします

 ①撤去費用は、設備の維持管理に要
する費用を確保しなければならないとい
う条例第 5 条第 2 項に含まれるのか。②
撤去費用は誰が負担するのか。施行規則
でも分からない。

 ①含まれない。② 2022 年 4 月に再エネ特措法が
改正され、同年 7 月から将来的に太陽光発電所を廃棄・
撤去する費用を積立てる事が義務化されている。

（総務環境委員会）

 区・自治会への行政の関わりで、議
会としては調査研究を具体的にどうして
いくのか。「必要があれば提言を行う」と
はどのように行うのか。

 年末になると区の役員が決まらない、区を脱退して
しまうということがある。議会としても一緒に考えてい
くというのがテーマ設定の背景。区に対して市議会が何
か言うことはできないが、市に提言できることがあるか
研究を進める。【令和 5 年度は、最終的に政策提言には
至りませんでした。】　　　　　　　　（総務環境委員会）

 147号豊科駅入口交差点の右折ライ
ンにおける交通渋滞解消について、去年
この場で質問してお願いしたが、進捗状
況は。

 都市建設部長の答弁では「沿線地権者や地域の理解
と協力が必要不可欠であり、国・県関係機関と連携を図
りながら取り組んでいきたい」ということだった。現在
はそこまでの状況である。　　　　　（経済建設委員会）

 議員の反対意見の中に「陳情という
形態は他に及ぼす影響が大きい。今後の
教育行政に支障をきたす」という発言が
あったが、陳情についてどう考えている
のか。陳情審査が面倒くさいという心の
声が聞こえてくるような気がする。

 安曇野市議会は請願と陳情は同等に扱っている。「支
障をきたす」という受け止め方は、議会としてしていな
い。この話は議長の下、議会運営委員会で進めていくこ
とになると思う。　　　　　　　　　（福祉教育委員会）

 有明別荘地・温泉地区の山
さんろく

麓線には
歩道がなくて危ない。観光客も多い。政
策提言をする中でこの歩道整備が議論に
上がることはなかったのか。

 委員会の中では議論に上がることはなかった。広域
農道、穂高・松川・大町間建設推進連絡協議会で山麓線
の道路整備を県や国に対して要望していくことが進めら
れているが、歩道設置の声は出ていない。今後の課題と
して取り組んでいかないといけないと考える。

（経済建設委員会）

  《太陽光発電のパネル撤去費用について》

  《区の在り方に関する政策提言案について》
  《147 号豊科駅入口の渋滞について》

  《請願・陳情についてどう考えているのか》

  《山麓線に歩道がなくて危ない》

問 問

問

問

答
答

答

答

問

答  中学生の水難事故があり、７月に明
北小学校で着衣泳の訓練があった。そこ
には市長が行くべきだ。教育長に直接話
した。議員も、子どもの安全、教育環境
の整備に関心を持ってほしい。

 6 月定例会の福祉教育委員会で委員長と副委員長が
取り上げた。今後絶対に起こさないために、検証し、対
策を取ってほしいと要望した。教育委員会は各学校に任
せることなく、全体の問題として取り組むことが必要で
ある。今後も市民の意見に沿って進めていきたい。

（福祉教育委員会）

 議会だよりモニターの公募人数を昨
年度 15 人を 20 人程度と改定したのに、
今年度は６人しか応募がなかった。その
後 11 人程度に若干増えたが、前年度を
大幅に下回っていて、危惧している。議
会だよりモニター制度を廃止したい考えなのか。

 紙面刷新に大きく寄与してもらい、紙面も少しずつ
良くなってきた。感謝している。素人集団がこれ以上の
議会だよりを作るのは限界ではという気持ちもある。委
員会としては続けて、更に充実した紙面づくりにつなげ
ていきたい。ぜひ応募してもらいたいとお願いしたい。

（議会広報特別委員会）

  《水難事故対策の着衣泳 市長は視察を！》

みなさんからのご意見・ご要望については３常任委員会、議会運営委員会、
議会広報特別委員会にて検討を進めてまいります。ご参加いただき誠にありがとうございました。

  《ほかにも、多くのご意見をいただきました》

  《議会だよりモニター制度は継続するのか》

問 問

答
答

 議会運営委員会のハラスメント撲滅
に関係した陳情は不採択になった。この
陳情の中で議長と議会運営委員長のハラ
スメントを摘示してあったが、議員の中
から一つも話が出てこない。今後何らか
の対応をしていくのかどうか。

 まず相談する窓口を設置し、調査・検証する委員会
の設置を議論している。そうしたものを形としてつくっ
て、議員間や議員の職員に対するハラスメントの撲滅に
向けて進めていく。　　　　　　　　（議会運営委員会）

  《パワハラ、セクハラについて》

問

答

 会派の異動によって委員会構成が変
わった。議会だよりには委員会構成の結
果しか載らない。議会基本条例に基づい
て委員会構成をどうするか決める必要が
あるのでは。

 議会は会派制を採用していて、委員会構成等は会派
の人数により按分されている。会派に属さない議員が増
えているので、仕組みを見直すべきではないかという提
言が議員から出ている。今、検討を始めており、前向き
に進めていきたい。　　　　　　　　（議会運営委員会）

問

答

  《委員会構成について》

7月22日
開催

特 集

　第 10 回議会報告会は、市役所４階大会議室の会
場とオンラインの同時開催としました。報告会資料
は、市議会ホームページでご覧いただけます。

　報告会の速報を前号（第 71 号）でお届けしまし
たが、本号では、市民の皆さんからお寄せいただい
たご意見・ご質問に対し、議会の対応などを回答し
ます。

（資料） （動画）
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令和5年 9月定例会

　令和5年８月30日から９月22日まで開催され、報告５件、
議案 32 件、請願３件、陳情 5 件、議員提出議案７件を審
議しました。主な質疑と討論を紹介します。 陳情・請願 議論百出の 議案審査

　
こ
れ
か
ら
英
語
の
授
業
を
受
け
る

子
ど
も
た
ち
が
、
英
語
を
よ
り
身
近

に
感
じ
、
学
習
意
欲
を
高
め
る
こ
と

が
目
的
。
中
学
生
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
た
が
、
今
後
の
方
向
性

は
検
討
中
だ
。

賛
成
の
意
見

反
対
の
意
見

　
オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
交
流
サ
ポ
ー
ト

事
業
は
、
海
外
の
学
校
と
の
交
流
は

な
く
、
元
外
国
語
指
導
助
手
の
先
生

が
画
面
越
し
に
英
語
を
教
え
る
と
い

う
も
の
。
中
学
生
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
代
替
事
業
と
い
う
こ
と
だ
が
、

生
徒
の
体
験
学
習
と
置
き
換
え
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

可決

議
案
第
71
号

令
和
５
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　
マ
イ
ナ
保
険
証
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
続
出
し
、
国
民
の

生
命
に
関
す
る
深
刻
な
事
態
に
も
発
展
し
か
ね
な
い
。
誰
も

が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
健
康

保
険
証
を
継
続
・
存
続
す
べ
き
で
あ
る
。

　
林
　 

孝
彦

賛
成
の
意
見

（
陳
情
第
５・８
号
）

　
辻
谷 

洋
一

反
対
の
意
見

（
陳
情
第
５
号
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
誤
登
録
等
に
つ
い
て
、
政
府
は

こ
の
11
月
末
ま
で
に
総
点
検
を
完
了
す
る
予
定
な
の
で
、
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
判
断
す
べ
き
。
デ
ジ
タ
ル
化
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証
を
一
本
化
す
れ
ば
行
政
コ
ス
ト
削

減
に
も
な
る
。

可決

陳
情
第
５
号「
健
康
保
険
証
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

陳
情
第
８
号「
健
康
保
険
証
」
の
存
続
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

可決

請
願
第
2
号

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡

充
」
を
求
め
る
請
願
書

　
橋
本 

裕
二

　
中
村 

今
朝
子

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
交
付
事
業
の
補
正

予
算
に
反
対
だ
と
し
て
も
、
他
に
も

重
要
な
事
業
の
補
正
予
算
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
だ
け
で
反
対
は
い
か
が
な

も
の
か
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
デ

ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
便

利
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

賛
成
の
意
見

反
対
の
意
見

　
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
管
理
の
予
算

は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
務
の

期
間
延
長
に
伴
う
も
の
だ
が
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で

お
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
運

用
を
一
旦
停
止
し
、
安
全
確
実
な
総

点
検
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
臼
井 

泰
彦

　
中
村 

芳
朗

■ 一般会計補正予算
（第５号）の主なもの
補正予算額 11 億 7,000 万円
児童クラブ整備事業  1,099 万円
認定こども園の整備管理費
　　　　　　　　　  2,207 万円
保育企画費　　　　  　943 万円
有害鳥獣駆除対策　　  405 万円
間伐対策事業　　　  1,326 万円
外国語指導助手配置事業 62 万円
給食センター改修等関係費
　　　　　　　　　　  853 万円

※万円未満切り捨て

■ 一般会計補正予算
（第６号）の主なもの
補正予算額 1 億 1,800 万円
林道重点整備・維持管理事業

 998 万円
8月19日豪雨被害による道路舗装
等の復旧工事費　　　4,801 万円

　
請
願
書
の
内
容
を
審
議
す
る
以
前

に
、「
安
曇
野
市
議
会
と
し
て
本
請

願
書
を
採
択
す
る
こ
と
に
疑
義
が
あ

る
」
と
の
討
論
は
、
国
民
の
請
願
権

を
侵
害
す
る
も
の
だ
。
本
請
願
の
内

容
を
受
け
止
め
れ
ば
、
採
択
は
当
然

だ
。 賛

成
の
意
見

反
対
の
意
見

　
本
請
願
は
、
教
職
員
の
給
与
費
３

分
の
１
の
負
担
を
２
分
の
１
負
担
に

戻
し
て
と
い
う
も
の
。
義
務
教
育
費

全
額
と
す
べ
き
も
の
だ
が
、
毎
年
出

さ
れ
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
同
趣
旨
の
請

願
は
、
国
の
財
政
か
ら
現
時
点
で
は

無
理
。
実
現
可
能
性
の
な
い
も
の
は

不
採
択
と
す
る
し
か
な
い
。

　
内
川 

集
雄

　
小
林 

純
子

　
平
等
か
つ
質
の
高
い
義
務
教
育
の

維
持
は
当
然
。
現
在
の
各
地
方
自
治

体
の
財
政
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
通

貨
発
行
権
を
持
ち
財
政
破
綻
が
考
え

ら
れ
な
い
中
央
政
府
こ
そ
が
お
金
を

出
す
べ
き
状
況
だ
。
国
の
負
担
率
を

３
分
の
１
か
ら
２
分
の
１
に
戻
す
こ

と
に
も
賛
成
。

賛
成
の
意
見

　
増
井 

裕
壽

　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
率
２
分
の

１
は
以
前
実
施
し
て
い
た
も
の
だ
か

ら
、
現
在
３
分
の
１
に
減
額
さ
れ
て

い
る
負
担
率
を
元
に
戻
す
こ
と
は
不

可
能
で
は
な
い
。
子
ど
も
た
ち
が
、

ふ
る
さ
と
は
も
と
よ
り
広
く
全
国
、

全
世
界
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
国
は

財
政
面
で
も
し
っ
か
り
責
任
を
持
つ

べ
き
だ
。

賛
成
の
意
見

　
臼
井 

泰
彦

可決

可決

議案第 97 号 教育委員会委員の任命について、川北久美さんを任命することに同意しました。

議案第 98 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について、太田 稔さんを選任することに同意しました。

議案第 99 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて、望月静美さん、宮田普美さん、平井晶子さん、
二木由美さんを適任としました。

　そのほか、議案第 100 号 安曇野市有明山林財産区管理会委員の選任、議案第 101 号 安曇野市富士尾沢山林財産
区管理会委員の選任、議案第 102 号 安曇野市穂高山林財産区管理会委員の選任について、それぞれ提案の通り同意
しました。

人事案件について

11対 7

　
増
井 

裕
壽

反
対
の
意
見

（
陳
情
第
５・８
号
）

　
マ
イ
ナ
保
険
証
導
入
の
目
的
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
効

率
化
や
省
力
化
と
コ
ス
ト
削
減
や
利
便
性
向
上
で
あ
り
、
避

け
て
は
進
め
な
い
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
問
題
点
ば
か
り
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
現
行
の
保
険
証
に
も
誤
入
力
や
不
正
使
用
の
問
題
は
あ

る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
登
録
ミ
ス
等
の
頻ひ

ん
ど度
は
、
発

行
数
約
９
，
０
０
０
万
枚
に
対
し
確
率
的
に
は
０・０
０
８
％

で
、
多
い
と
は
感
じ
な
い
。

　
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
全
否
定
す
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証
だ
け
で
は
社
会
的
弱
者
、
例
え
ば
障

が
い
者
、寝
た
き
り
の
人
、認
知
症
の
人
、独
居
高
齢
者
等
々
、

医
療
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
現
在
何
も
問
題
の
な
い
保
険
証
を
廃
止
す
る
こ
と
自
体
、

非
常
に
愚
か
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
行
政
サ
ー
ビ

ス
は
、
ア
ナ
ロ
グ
で
も
デ
ジ
タ
ル
で
も
、
対
応
す
る
こ
と
が

大
事
だ
。

　
猪
狩 

久
美
子

賛
成
の
意
見

（
陳
情
第
５・８
号
）　

中
村 

今
朝
子

反
対
の
意
見

（
陳
情
第
８
号
）

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
取
組
は
医
療
の
質
向
上
や
事
務
負
担
の

軽
減
な
ど
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
っ
て
い
な
い
人
す
べ
て
に
、
紙
の
資
格
確
認
書
が
交
付
さ

れ
る
の
で
、
現
行
の
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
て
も
、
保
険
診
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（動画）
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答

答

答 問

問

問

問

工
業
振
興
、中
小
企
業

サ
ポ
ー
ト
事
業
は

職
員
管
理

歳
出 

４
６
６
億
３
９
７
６
万
円 

を
認
定 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
億
３
２
３
１
万
円
の
黒
字

　決算の認定とは適正に予算が執行されたのか、その成果がどうで
あったのかを議会が評価することです。本定例会ではそのために多く
の質疑が行われました。また決算認定をして終わりではなく、その後
の市の予算編成への提案や財政運営の一層の健全化を注視していくこ
とが議会に求められています。

決
算
に
対
す
る
質
疑

専
門
職
の
保
育
士
、
図
書
館
司
書
の

正
職
員
化
と
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
処
遇
は
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
サ

ミ
ッ
ト
（
ス
イ
ス
に
て
、
経
費
１

５
２
万
１
０
０
０
円
）
へ
参
加
し
た

成
果
は
。

中
小
企
業
者
支
援
業
務
の
成
果
と
課

題
は
。

安
曇
野
赤
十
字
病
院
へ
特
別
交
付
税

措
置
で
４
９
８
７
万
円
の
助
成
を

行
っ
た
支
援
効
果
は
。

保
育
士
は
、
ク
ラ
ス
担
任
の
正
規
職

員
化
を
徐
々
に
進
め
て
い
る
。
図
書

館
司
書
に
つ
い
て
も
資
格
を
有
す
る

正
規
職
員
を
２
名
、
図
書
館
に
配
置
。

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
期
末
手
当
を
支
給
し
て
お

り
、
更
に
令
和
６
年
度
か
ら
勤
勉
手

当
を
支
給
予
定
と
す
る
な
ど
の
処
遇

改
善
を
図
っ
て
い
る
。

答 問 防
災
ラ
ジ
オ
は

防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
状
況
と
そ
の
取

り
組
み
は
。

平
成
29
年
度
末
か
ら
導
入
し
順
調

に
伸
び
て
お
り
、
令
和
３
年
度
末

４
５
３
１
台
、
令
和
４
年
度
末

４
６
１
６
台
、
令
和
５
年
度
８
月
末

時
点
で
４
６
３
０
台
。
普
及
の
た
め

の
取
り
組
み
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
広
報
あ
づ
み
の
等
に
掲
載
し
て

い
る
。
防
災
用
品
購
入
補
助
金
の
対

象
と
し
て
も
補
助
し
て
い
る
。

ス
イ
ス
の
受
け
入
れ
態
勢
、
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
・
ト
ラ
ベ
ル
が
世
界
の

潮
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
学
ん

だ
。
本
市
が
進
む
べ
き
持
続
可
能
な

観
光
地
、
経
営
の
在
り
方
に
つ
い
て

参
考
に
な
っ
た
。
第
２
次
観
光
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
、
施
策
の
一
つ
と

し
て
進
め
て
い
く
。

産
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
市

内
工
業
系
企
業
の
業
態
等
の
実
態
調

査
、
相
談
業
務
を
実
施
。
国
や
県
か

ら
の
必
要
な
情
報
、
各
種
補
助
金
、

助
成
金
の
情
報
提
供
が
さ
れ
る
た

め
、
経
営
継
続
に
向
け
役
に
た
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
市
と
し
て
も

企
業
と
信
頼
関
係
を
構
築
し
た
上
で

効
果
的
な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
。

安
曇
野
赤
十
字
病
院
は
断
ら
な
い
病

院
と
し
て
、
救
急
受
け
入
れ
患
者

公
的
病
院
運
営
助
成
金

観
光
受
け
入
れ
態
勢
整
備
事
業
は

令和４年度

議案第77号

決  算
一 般 会 計

の
管
理
を
徹
底
し
、
受
け
入
れ
要
請

件
数
の
増
加
な
ど
、
患
者
の
確
保
に

つ
い
て
改
善
を
図
っ
た
が
、
救
急
医

療
は
診
療
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
赤
字

と
な
る
不
採
算
医
療
で
あ
る
。
市
は

そ
の
不
採
算
医
療
に
つ
い
て
特
別
交

付
税
を
活
用
し
た
財
政
支
援
を
行
っ

た
。
今
後
も
、
地
域
医
療
の
充
実
と

救
急
医
療
体
制
の
充
実
を
図
る
。

答

問 給
食
セ
ン
タ
ー
事
業

地
産
地
消
の
推
進
と
、
各
給
食
セ
ン

タ
ー
の
取
り
組
み
、
地
元
農
産
物
の

購
入
、
消
費
は
ど
の
く
ら
い
行
わ
れ

令
和
４
年
度
実
施
し
た
各
セ
ン
タ
ー

の
安
曇
野
産
食
材
の
使
用
率
は
、

北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
28
・
７
％
、

堀
金
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
36
・
０
％
、

中
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
27
・
３
％
、

南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
27
・
３
％
。

決
算
に
つ
い
て
の
討
論

中
村 

今
朝
子

井
出 

勝
正

　

相
次
ぐ
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
国
民
健
康
保
険
証
を
紐
づ

け
す
る
こ
と
は
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
児

童
ク
ラ
ブ
入
所
申
請
書
の
「
保
護
者
等
」

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
法
的
根
拠
が
な
い

ま
ま
続
け
て
い
る
の
で
反
対
す
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
現
在
総
点

検
中
、
政
府
は
安
心
を
提
供
で
き
る
説
明

責
任
を
果
た
し
て
ほ
し
い
し
、
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
る
上
で
必
要
な
仕
組
み
。
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
現
在
の
施
設
整
備
の

状
況
や
見
守
り
体
制
の
課
題
を
考
え
る
と
、

希
望
者
全
員
の
受
け
入
れ
は
す
ぐ
に
は
困

難
で
あ
り
、「
保
護
者
等
」
の
取
り
扱
い
は

妥
当
だ
。

賛
成
の
意
見

反
対
の
意
見

答 問 教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

教
員
も
不
登
校
の
子
ど
も
の
対
応
に

悩
ん
で
い
る
の
で
、
教
員
の
相
談
に

応
じ
る
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
。

提
案
に
つ
い
て
は
今
後
の
参
考
に
す

る
。

答 問 財
務
に
つ
い
て

財
務
四
表
（
貸
借
対
照
表
、
行
政
コ

ス
ト
計
算
書
、
純
資
産
変
動
計
算
書
、

資
金
収
支
計
算
書
）
は
本
定
例
会
で

提
出
さ
れ
な
い
か
。

令
和
４
年
度
の
安
曇
野
市
財
務
四
表

は
今
定
例
会
で
の
提
出
は
考
え
て
い

な
い
。

問
基
金
の
運
用
利
回
り
は
。

運
用
基
金
に
対
す
る
イ
ン
フ
レ
対
策

は
。

答
定
期
預
金
が
１
１
４
億
円
、
債
券

が
37
億
４
１
２
３
万
２
２
２
５
円
。

双
方
合
わ
せ
て
運
用
利
回
り
は
、

０
．
１
８
４
％
。

イ
ン
フ
レ
対
策
に
つ
い
て
の
基
金
運

用
は
、
地
方
自
治
法
、
地
方
財
政
法
、

安
曇
野
市
資
金
運
用
方
針
に
基
づ
い

て
元
本
の
安
全
性
の
確
保
を
最
重
要

視
し
て
債
券
や
預
金

を
行
っ
て
い
る
。

小
林 

純
子

　

国
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
自
治
体
と

し
て
ど
う
向
き
合
っ
て
き
た
か
振
り
返
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
り
事
業
の
丸
投
げ
傾
向
が
強
ま
り
、

行
政
の
責
任
意
識
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

ま
た
、
下
水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
の

説
明
責
任
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
の
で
反

対
す
る
。

反
対
の
意
見

答
た
か
。

松
枝 

功

賛
成
の
意
見

　

指
定
管
理
者
に
関
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
大
変
厳
し
い
状
況
を
、
市
も
情
報
を
共

有
し
、
対
応
し
て
い
る
。
下
水
道
事
業
会

計
の
繰
出
金
に
つ
い
て
は
、
交
付
税
に
よ

る
市
か
ら
の
繰
出
金
と
使
用
料
収
入
で
は
、

賄
え
な
い
状
況
が
あ
り
、
市
民
負
担
の
軽

減
も
考
え
基
準
内
の
繰
り
出
し
を
行
っ
た

と
理
解
し
て
賛
成
す
る
。

（動画）
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      人事
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

97号 教育委員会委員の任命について
同意

98号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

99号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任

100号 安曇野市有明山林財産区管理会委員の選任について

同意101号 安曇野市富士尾沢山林財産区管理会委員の選任について

102号 安曇野市穂高山林財産区管理会委員の選任について

      産業・経済・観光・水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

75号 令和５年度安曇野市有明荘特別会計補正予算（第１号） 原案
可決

76号 令和５年度安曇野市下水道事業会計補正予算
（第１号）

81号 令和４年度安曇野市上川手山林財産区特別会計歳入歳
出決算の認定について

認定

82号 令和４年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計歳入歳
出決算の認定について

83号 令和４年度安曇野市有明山林財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について

84号 令和４年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について

85号 令和４年度安曇野市穂高山林財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について

86号 令和４年度安曇野市産業団地造成事業特別会計歳入歳
出決算の認定について

87号 令和４年度安曇野市有明荘特別会計歳入歳出決算の認
定について

88号 令和４年度安曇野市水道事業会計利益の処分及び決算
の認定について

原案
可決 
及び
認定89号 令和４年度安曇野市下水道事業会計利益の処分及び決

算の認定について

90号 松本市の公の施設の利用に関する協議について 
（公共下水道）

原案
可決

91号 安曇野市の公の施設の利用に関する協議について 
（公共下水道）

92号 市道の廃止について

93号 市道の認定について

      健康・福祉・教育
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

72号 令和５年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

原案
可決73号 令和５年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）

74号 令和５年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第
１号）

78号 令和４年度安曇野市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定について

認定79号 令和４年度安曇野市後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算の認定について

80号 令和４年度安曇野市介護保険特別会計歳入歳出決算
の認定について

      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

４号 私立学校に対する公費助成をお願いする陳情書
採択

５号 「健康保険証の継続を求める意見書」の
採択を求める陳情書

６号 林道城山線用地の所有権移転手続きについてのお願い 不採択

7 号 議員平等の原則に基づく安曇野市議会の運営と
議会内人事の平等を求める陳情書

継続
審査

８号 「健康保険証」の存続に関する意見書の提出を求める
陳情書 採択

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

71号 令和５年度安曇野市一般会計補正予算
（第５号）

原案
可決

77号 令和４年度安曇野市一般会計歳入歳出
決算の認定について 認定

94号 令和５年度安曇野市一般会計補正予算（第６号）

原案
可決95号 令和４年度（明許繰越）三郷小学校長寿命化改良工

事建築主体工事請負契約について

96号 令和５年度（債務負担行為）堀金学校給食センター
設備更新事業厨房機器等更新工事請負契約について

      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

20号 平成 28 年度から令和３年度決算に基づく安曇野市
健全化判断比率の修正について

受理

21号 令和４年度決算に基づく安曇野市健全化判断比率に
ついて

22号 令和４年度決算に基づく安曇野市産業団地造成事業
特別会計資金不足比率について

23号 令和４年度決算に基づく安曇野市有明荘特別会計資
金不足比率について

24号 令和４年度決算に基づく安曇野市水道事業会計、安
曇野市下水道事業会計資金不足比率について

      議員提出議案
提出
番号 件　　　　　　　名 結果

４号 国の責任によるさらなる少人数学級推進と教育予算
の増額を求める意見書

原案
可決

５号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書

６号 「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近
隣県並みの水準に戻すこと」を求める意見書

７号 私立高校への公費助成に関する意見書

８号 「健康保険証」の継続を求める意見書

９号 「健康保険証」の存続を求める意見書

10号 安曇野市議会会議規則の一部を改正する規則

令和5年 9月定例会  9 月定例会で審議した結果です

      請願
請願
番号 件　　　　　　　名 結果

１号 「国の責任によるさらなる少人数学級推進と教育
予算の増額」を求める請願書

採択２号 「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を
求める請願書

３号
「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率
を近隣県並みの水準に戻すこと」を長野県知事
に求める請願書

○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 10 11 12 13 14 15 16 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

矢
澤　
　
毅 　　
彦

中
村
　　
芳
朗

大
竹
　
啓
正

増
井
　
裕
壽

岡
村
　
典
明

辻
谷
　
洋
一

橋
本
　
裕
二

臼
井
　
泰
彦

松
枝

　　
功

竹
内 　
秀
太
郎

中
村 　
今
朝
子

林

　　
孝
彦

井
出
　
勝
正

増
田 　
望
三
郎

猪
狩 　
久
美
子

内
川
　
集
雄

宮
下
　
明
博

小
林
　
純
子

一
志 　
信
一
郎

平
林 

　　
明

議　案
第71号 令和５年度安曇野市一般会計補正予算（第５号） 9/22 原案

可決 欠 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 × 〇 議

議　案
第76号

令和５年度安曇野市下水道事業会計補正予算
（第１号） 9/22 原案

可決 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 議

議　案
第77号

令和４年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の
認定について 9/22 認定 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 × 〇 議

議　案
第89号

令和４年度安曇野市下水道事業会計利益の処
分及び決算の認定について 9/22

原案
可決 
及び
認定

欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 × 〇 議

請　願
第１号

「国の責任によるさらなる少人数学級推進と教
育予算の増額」を求める請願書 9/22 採択 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 議

請　願
第２号

「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求
める請願書 9/22 採択 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 議

請　願
第３号

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給
率を近隣県並みの水準に戻すこと」を長野県
知事に求める請願書

9/22 採択 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 議

陳　情
第５号

「健康保険証の継続を求める意見書」の採択を
求める陳情書 9/22 採択 欠 × × × 〇 × 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 議

陳　情
第８号

「健康保険証」の存続に関する意見書の提出を
求める陳情書 9/22 採択 欠 × × × 〇 × 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 議

議員提出
第４号

国の責任によるさらなる少人数学級推進と教
育予算の増額を求める意見書 9/22 原案

可決 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 議

議員提出
第５号

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求め
る意見書 9/22 原案

可決 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 議

議員提出
第６号

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給
率を近隣県並みの水準に戻すこと」を求める
意見書

9/22 原案
可決 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 議

議員提出
第８号 「健康保険証」の継続を求める意見書 9/22 原案

可決 欠 × × × 〇 × 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 議

議員提出
第９号 「健康保険証」の存続を求める意見書 9/22 原案

可決 欠 × × × 〇 × 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 議

議員名

議案名

全議案のうち賛否が分かれた議案等

お詫びして訂正します
　第 71 号の訂正　21 ページ「安曇野市議会のトリセツ」の図表を次のように訂正します。

【 誤 】

【 正 】

13:40 …………常任委員会審査のため本会議は暫時休憩となりますが
　　　　　　　その間に、追加議案４件について常任委員会の審査報告（委員長）
16:30 …………本会議の再開　

13:40 …………常任委員会審査のため本会議は暫時休憩となりますが
　　　　　　　その間に、追加議案４件について常任委員会審査
16:30 …………本会議の再開　・常任委員会の審査報告（各委員長より）

ページへ４.9～12

ページへ6～7.9～12

ページへ４

ページへ９.11

ページへ９.11

ページへ4.９.11

ページへ11

ページへ12

ページへ13

ページへ5.9～10

ページへ5.9～10

ページへ９

ページへ９

�
�
�

�
�
�

ページへ５

�

�

�

ページへ9.12
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４
・
５
・
８
・
９

トピック

答

答

問

問

ペ
ー
ジ
へ

議案第71号

陳情
第5号・8号

議案第77号

答 問反
対
の
意
見

常任委員会報告

ペ
ー
ジ
へ

４
～
９

福
祉
教
育

私
立
学
校
へ
の
公
費
助
成

を
お
願
い
す
る
陳
情
書

陳情第４号

「
へ
き
地
手
当
の
改
善
を
」

求
め
る
請
願
書

請願第３号

オンラインによる常任委
員会の録画配信が始まり
ました。
各委員会ページの二次元
コードからご覧いただけ
ます。

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

（
福
祉
教
育
委
員
会
所
管
事
項
）

議案第71号

福
祉
教
育
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
を
含
む
議
案
８
件
、
請
願
３
件
、
陳
情
１
件
を
９
月
14
日
に
審
査
し
ま
し
た
。　
　

 

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

橋
本 

裕
二

反
対
の
意
見

　

オ
ン
ラ
イ
ン
外
国
語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）配
置
事
業
に
反
対
す
る
。

画
面
の
向
こ
う
の
元
Ａ
Ｌ
Ｔ
講
師

と
話
す
試
み
だ
が
、
小
学
校
に
は
今
も
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生

が
い
る
。
目
の
前
で
の
会
話
が
一
番
良
い
。

　
い
ろ
い
ろ
な
教
育
が
あ
っ
て
良
い
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
る
と
い
う
こ
と
で
よ
い
と
思
う
。

矢
澤 

毅
彦

賛
成
の
意
見

令
和
４
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算

（
福
祉
教
育
委
員
会
所
管
事
項
）

議案第77号
全
国
の
生
活
保
護
率
は
１
・
62
％
、
安
曇
野
市

の
保
護
率
は
０
・
38
％
。
４
倍
の
開
き
、
な
ぜ
。

答 問
安
曇
野
市
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
有
効
求
人
倍
率
も

高
い
。
都
会
に
比
べ
て
家
族
関
係
が
希
薄
化
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

健
康
づ
く
り
事
業
で
、
41
区
、
58
回
は
少
な
い
。

支
援
拡
充
は
。

答 問
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
あ
っ
た
。
保
健
師
が
健
康
づ
く

り
推
進
委
員
に
声
掛
け
し
活
動
を
推
進
す
る
。

学
校
支
援
員
の
配
置
に
つ
い
て
、
医
療
的
ケ
ア

児
童
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
は
、
共
稼

ぎ
の
家
族
が
多
く
な
る
に
つ
れ
て
た
く
さ
ん
問

題
が
出
て
く
る
と
思
う
。
現
状
は
。

答 問
看
護
師
等
を
配
置
し
、
特
別
支
援
学
級
等
の
環
境

を
確
認
、
保
護
者
合
意
の
上
対
応
し
て
い
る
。

　
公
立
校
も
統
廃
合
が
あ
る
。
少
子
化
が

進
ん
だ
場
合
で
も
全
て
行
政
に
お
願
い
す
る
の
か
。

　
質
疑　

　
県
と
の
間
で
生
徒
の
割
合
が
一
定
比

率
に
な
る
よ
う
協
議
し
た
上
で
、
県
外
か
ら
も
生
徒
を

集
め
生
徒
数
を
確
保
し
て
い
る
。頼
り
き
り
で
は
な
い
。

　
陳
情
者　「

さ
ら
な
る
少
人
数
学
級

推
進
と
教
育
予
算
の
増

額
」
を
求
め
る
請
願
書

請願第１号
　
20
人
学
級
が
世
界
で
は
当
た
り
前
で
あ
る
。
行
き
届

い
た
教
育
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

臼
井 

泰
彦
・
矢
澤 

毅
彦

賛
成
の
意
見

内
川 

集
雄

反
対
の
意
見

　

先
生
を
増
や
す
に
は
、
国
家
予
算

の
増
額
が
必
要
。（
国
会
に
間
に
合
う

時
期
に
）
出
し
直
し
た
ほ
う
が
い
い
。

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
・
拡
充
」
を

求
め
る
請
願
書

請願第２号

内
川 

集
雄

反
対
の
意
見

　
人
づ
く
り
が
国
づ
く
り
と
う
た
う
な
ら
全
額
国
庫
負

担
に
し
な
さ
い
と
い
う
も
の
を
出
す
べ
き
。

　
令
和
６
年
の
国
会
に
向
け
て
、
本
請
願
が
文
科
省
の

折
衝
の
力
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

臼
井 

泰
彦

賛
成
の
意
見

　
県
が
へ
き
地
手
当
率
８
％
を
１
％
に
落

と
し
た
背
景
は
。

　
質
疑　

　
三
位
一
体
改
革
に
伴
っ
て
県
職
員
の

給
与
を
下
げ
た
経
緯
が
あ
っ
た
は
ず
。

　
陳
情
者　

トピック

安曇野赤十字病院への
財政支援を決定

令和4 年度に引き続き、
令和5年度も4,987 万円
を支援することが決まっ
た。不採算事業である救
急医療を支え、地域医療
の充実を図る。

総
務
環
境

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
係
の
事
務
に
関
わ
っ
て
、
申

請
補
助
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
借
り
上
げ
料

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
も
窓
口
は
引
き

続
き
あ
っ
て
申
請
受
付
作
業
は
行
っ
て
い
く
の

か
。

一
般
会
計
か
ら
下
水
道
会
計
へ
の
約
５
億
円
の

繰
出
金
に
つ
い
て
、
規
定
外
の
繰
出
金
に
よ
り

下
水
道
事
業
を
回
し
て
き
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、

今
後
は
ど
の
よ
う
な
扱
い
に
な
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
職
員
13
名
の
態
勢
で
対
応
。
令
和
５

年
10
月
以
降
は
９
名
に
な
る
。
そ
れ
で
も
ま
だ

申
請
し
た
い
人
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
の
で
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て
省
力
化
し
対
応
す

る
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
は
、
総
務
省
が
定
め
る

繰
出
基
準
に
沿
っ
て
算
出
し
て
い
る
。
一
層
の
精

査
、
確
認
に
努
め
て
い
く
が
、
必
要
な
経
費
で
あ

れ
ば
一
般
会
計
か
ら
繰
り
出
し
て
い
く
。

オンラインによる常任委
員会の録画配信が始まり
ました。
各委員会ページの二次元
コードからご覧いただけ
ます。

　
個
人
情
報
の
保
護
・
管
理
等
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
問

題
を
感
じ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
、
唯い

い
だ
く
だ
く

々
諾
々
と
し

て
、
い
つ
ま
で
も
従
っ
て
い
て
は
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
向
け
て
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま
た
、
他

の
事
業
の
補
正
予
算
も
重
要
な
の
で
賛
成
す
る
。

消
防
団
に
市
は
補
助
金
を
出
し
て
い
る
が
、
団

員
は
非
常
勤
の
特
別
職
公
務
員
な
の
で
、
補
助

金
で
は
な
く
報
酬
で
対
応
す
べ
き
で
は
。

消
防
団
へ
の
補
助
金
は
早
急
に
見
直
し
、
市
が
直

接
そ
の
活
動
に
必
要
な
部
分
に
報
酬
を
払
っ
て
い

く
形
に
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

井
出 

勝
正
　
小
林 

純
子

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
事
業
は
、
様
々
に
問
題

が
出
て
お
り
、
国
民
の
不
安
、
不
信
も
多
い
。
国
の
制

度
と
は
い
え
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
一
旦
立
ち
止

ま
っ
て
み
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
自
治
体
が
、
推

進
の
一
方
的
な
方
向
で
の
み
対
応
し
た
こ
と
は
問
題
で

あ
り
、
こ
の
一
点
で
反
対
。

総
務
環
境
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
を
含
む
議
案
２
件
、陳
情
２
件
を
９
月
13
日
に
、令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
を
９
月
22
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

（
総
務
環
境
委
員
会
所
管
事
項
）

井
出 

勝
正

反
対
の
意
見

中
村 

芳
朗

賛
成
の
意
見

「
健
康
保
険
証
」
の
存
続
・

継
続
に
関
す
る
陳
情

安曇野市 令和６年度までに
内部統制の導入を検討

　総務部では、市長のリーダー
シップの下に内部統制体制の整備
を進めています。職員による不正
事件の発生を防止するため、各部
局でリスクを評価し、あらゆるリ
スクの低減を図るため内部統制の
導入を進め、不祥事が起きない組
織づくりを目指しています。

令
和
４
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算

（
総
務
環
境
委
員
会
所
管
事
項
）

中
村 
芳
朗
　
平
林
　 

明

賛
成
の
意
見

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
は
国
の
方
針
を
受
け

た
仕
事
。
職
員
は
親
切
丁
寧
に
市
民
対
応
し
た
。
そ
の

一
点
を
も
っ
て
の
反
対
は
あ
り
え
ず
、
賛
成
す
る
。

平
林
　 

明
　
中
村 

芳
朗

反
対
の
意
見

　
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
上
で
マ
イ
ナ
保
険
証

は
必
要
な
仕
組
だ
。
当
初
は
馴
染
め
な
い
と
か
ト
ラ
ブ

ル
は
あ
り
が
ち
な
こ
と
で
、
今
後
に
不
安
は
な
い
。

井
出 

勝
正
　
小
林 

純
子

賛
成
の
意
見

　
マ
イ
ナ
保
険
証
が
受
付
で
本
人
確
認
が
で
き
な
い
な

ど
シ
ス
テ
ム
の
杜
撰
さ
が
露
呈
し
た
状
況
で
は
、
健
康

保
険
証
の
存
続
・
継
続
は
当
然
だ
。

※
議
案
第
77
号
一
般
会
計
決
算
、
陳
情
第
５
号
・
８
号
は
、

い
ず
れ
も
可
否
同
数
の
た
め
委
員
長
裁
決
に
よ
り
、
採
択

と
し
た
。
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経
済
建
設

４
・
６
・
８
・
９

常任委員会報告

議案第71号

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

（
経
済
建
設
委
員
会
所
管
事
項
） 経

済
建
設
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
を
含
む
議
案
17
件
、
陳
情
１
件
を
９
月
15
日
に
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
を
９
月
22
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

ペ
ー
ジ
へ

トピック
VC 長野トライデンツ（バレーボールV1 リーグ）

ホームタウンパートナー協定へ

消
費
拡
大
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
の
販
売
は
空
輸
代
が
高
い
。
販
売
す
る
際

は
富
裕
層
や
中
間
所
得
以
上
の
人
向
け
の
値
段

設
定
に
な
る
。
収
益
性
は
ど
う
か
。

答 問
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
本
物
志
向
の
方
が
多
く
、
価

値
を
認
め
た
も
の
に
は
お
金
を
出
す
。
高
品
質
、

希
少
性
が
高
い
、
季
節
限
定
な
ど
の
特
別
感
を
持

た
せ
販
売
し
、
顧
客
確
保
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

の
確
立
を
目
指
す
。

農
家
民
泊
の
会
員
減
少
と
あ
り
、
当
面
日
帰
り

農
業
体
験
を
中
心
に
再
開
を
目
指
す
と
あ
る
が

状
況
は
。

答 問
10
軒
ほ
ど
減
少
し
、
現
在
60
軒
だ
。
ま
だ
コ
ロ
ナ

感
染
症
が
心
配
だ
、
と
い
う
声
が
あ
り
、
先
ず
は

日
帰
り
を
受
け
入
れ
、
宿
泊
に
関
し
て
は
、
農
家

民
宿
連
絡
協
議
会
で
協
議
し
て
い
く
。

プ
ラ
ザ
安
曇
野
の
２
階
ス
ペ
ー
ス
が
９
月
25
日

に
閉
業
す
る
。
経
緯
と
今
後
の
方
向
性
は
。

答 問
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
改
善
す
る
た
め
会
計
事
務
所
の

指
導
を
受
け
、
改
善
項
目
を
取
り
組
み
始
め
た
と

こ
ろ
だ
っ
た
が
、
チ
ロ
ル
の
責
任
者
が
退
職
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
の
運
営
形
態
を
継
続
し
て

い
け
る
人
材
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
閉
店
に
至
っ

た
。

議案第76号

令
和
５
年
度
安
曇
野
市

下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

オンラインによる常任委
員会の録画配信が始まり
ました。
各委員会ページの二次元
コードからご覧いただけ
ます。

陳情第６号

林
道
城
山
線
用
地
の
所
有

移
転
手
続
き
に
つ
い
て
の

お
願
い

　
林
道
城
山
線
は
、
登
記
上
私
有
地
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
所
有
権
移
転
の
手
続
き
が
な
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
登
記
移
転
の
手
続
き
を
お
願
い
し
た
い
。

　
陳
情
趣
旨　

　
古
い
図
面
と
現
況
と
は
相
違
が
あ
る
。
山
林
す
べ
て

の
境
界
を
確
認
す
る
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
分
筆

作
業
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。

　
執
行
部
よ
り　

松
枝
　 

功

反
対
の
意
見

　
林
道
に
つ
い
て
は
、
歴
史
上
い
ろ
ん
な
経
緯
が
あ
る

が
、
作
業
す
る
た
め
に
任
意
で
開
け
、
登
記
も
さ
れ
ず

道
路
化
し
て
き
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
も
よ
か
れ
と
思
い

協
力
し
て
き
た
。
個
別
の
案
件
に
か
か
る
陳
情
に
議
会

と
し
て
採
択
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

明
科
地
域
の
下
水
道
事
業
の
統
廃
合
に
関
す
る

費
用
対
効
果
分
析
業
務
に
つ
い
て
伺
う
。

答 問
明
科
地
域
の
統
廃
合
事
業
に
つ
い
て
は
、
費
用
対

効
果
は
検
証
済
み
で
、
効
果
は
十
分
あ
る
。
県
か

ら
の
要
請
で
、
費
用
便
益
費
を
求
め
る
た
め
の
委

託
費
用
だ
。

＊
費
用
便
益
費
…
公
共
事
業
の
効
果
を
金
銭
に
置 

　
き
換
え
て
妥
当
性
を
評
価
す
る
た
め
の
指
標

議会運営委員会報告

陳情第７号

議
員
平
等
の
原
則
に
基

づ
く
安
曇
野
市
議
会
の

運
営
と
議
会
内
人
事
の

平
等
を
求
め
る
陳
情

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
陳
情
１
件
を
令
和
５
年
９
月
19
日

に
審
査
し
ま
し
た
。　
　
　
　

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

議
会
運
営

会
派
構
成

（
令
和
５
年
９
月
19
日
現
在
）
※
届
出
順

（
◎
：
会
派
長
）

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団

◎
猪
狩 

久
美
子 \ 

井
出　
勝
正 \ 
臼
井　
泰
彦

会
派　
あ
づ
み
野

◎
宮
下　
明
博 \ 

平
林　
明 \ 

中
村 

今
朝
子

　
大
竹　
啓
正

会
派　
さ
き
が
け

◎
中
村　
芳
朗 \ 

松
枝　
功 \ 

辻
谷　
洋
一

　
矢
澤　
毅
彦

無
所
属
の
会

◎
小
林　
純
子 \ 

増
田 

望
三
郎 \ 

林　
孝
彦 

　
橋
本　
裕
二 \ 

増
井　
裕
壽

会
派　
き
ぼ
う

◎
竹
内 

秀
太
郎 \ 

一
志 

信
一
郎 \ 

岡
村　
典
明

無
所
属　
内
川　
集
雄

※
14
ペ
ー
ジ
か
ら
の
一
般
質
問
の
各
議
員
の
所
属

会
派
名
は
、
９
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問

実
施
日
時
点
で
の
会
派
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議案第77号

令
和
４
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算

（
経
済
建
設
委
員
会
所
管
事
項
）

VC 長野トライデンツは、南箕輪村を拠点に活動
するバレーボールチーム。選手たちはフルタイム
勤務を終えてから、日々の練習に励んでいる。
2024 年
　　1 月頃
　　協定の調印式の予定
　　1 月 20 日、21 日
　　サントリーサンバーズ戦
　　（ANC アリーナにて）

　

市
議
会
議
員
が
、
会
派
に
属
す
か
無
所
属
か
に
よ

り
、
特
別
委
員
会
や
広
域
議
会
な
ど
へ
の
所
属
が
制
限

さ
れ
、
業
務
量
の
格
差
や
本
来
の
議
員
職
務
が
果
た
せ

な
い
現
状
が
あ
る
。「
議
員
平
等
の
原
則
」
に
基
づ
く

議
会
内
人
事
を
行
う
た
め
に
、
先
例
の
改
正
を
求
め
る

も
の
。

　
陳
情
趣
旨　

委
員　
会
派
制
に
は
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
と
思
う
が
、

会
派
制
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

陳
情
者　
会
派
の
是
非
で
は
な
い
。
特
別
委
員
会
等
の

委
員
決
定
時
に
、
矛
盾
が
な
い
の
か
、
よ
く
討
議
し
て

ほ
し
い
。

委
員　
議
員
の
職
務
は
市
民
の
声
を
聴
く
こ
と
が
一
番

で
、
方
法
は
様
々
。
特
別
委
員
会
等
へ
の
参
加
等
で
業

務
量
を
評
価
し
て
し
ま
う
の
は
ど
う
か
。

陳
情
者　
委
員
会
へ
の
参
加
を
グ
ラ
フ
化
す
る
と
議
員

間
に
大
差
が
あ
る
。
忙
し
い
議
員
は
、
そ
の
中
で
市
民

の
声
を
吸
い
上
げ
て
の
活
動
も
と
な
れ
ば
、
重
責
や
過

労
で
大
変
で
は
な
い
か
と
の
思
い
。

　
陳
情
者
に
対
す
る
質
疑　

・ 

議
会
基
本
条
例
で
も「
会
派
は
作
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
会
派
制
の
下
で
の
議
員
活
動

は
制
限
さ
れ
な
い
が
、
こ
の
陳
情
審
査
で
は
会
派
制

　
委
員
間
の
意
見
交
換　

に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
。

・
議
員
は
市
民
の
多
様
な
意
見
や
要
求
を
携
え
議
会
に

出
て
き
て
お
り
、
特
別
委
員
会
や
一
部
事
務
組
合
に

お
い
て
も
不
平
等
な
扱
い
と
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

・
す
べ
て
の
議
員
が
一
つ
の
委
員
会
に
属
す
こ
と
は
無

理
で
、「
会
派
の
中
の
他
の
議
員
に
思
い
を
託
す
」

と
い
う
形
で
仕
方
な
い
の
で
は
。

・
安
曇
野
市
議
会
が
発
足
し
た
当
時
、
国
や
他
市
を
参

考
に
安
易
に
会
派
制
を
採
用
し
、
会
派
優
先
の
人
事

が
行
わ
れ
て
き
た
。
当
初
か
ら
見
直
し
を
求
め
て
き

た
が
、
今
回
市
民
が
そ
こ
を
指
摘
し
て
く
れ
た
。

・
会
派
に
属
す
議
員
で
も
、
定
数
な
ど
の
事
情
で
特
別

委
員
会
等
に
籍
の
な
い
議
員
も
い
る
。
全
員
が
平
等

と
い
う
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
。

　
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
先
例
の
見
直
し
の
議
論
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
改
正
せ
よ
と
の
陳

情
が
出
さ
れ
た
が
、
改
正
す
る
な
ら
ば
ど
う
い
う
形
に

す
る
か
と
の
議
論
、
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
べ
き
と
考

え
、
こ
の
陳
情
は
継
続
審
査
と
し
た
い
。

※
可
否
同
数
の
た
め
委
員
長
採
決
に
よ
り
、
継
続
審
査

と
し
た
。

　
継
続
審
査
に
し
た
い
と
い
う
意
見　

８
ペ
ー
ジ
へ
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9 月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

と
開
け
た
草
地
に
普
通
に
見
ら
れ
た
い

く
つ
か
の
野
草
が
姿
を
消
し
て
い
る
。

在
来
の
野
草
、
シ
ナ
ノ
タ
ン
ポ
ポ
を
は

じ
め
、
か
つ
て
あ
っ
た
ア
ザ
ミ
と
か
オ

ミ
ナ
エ
シ
と
か
、
あ
る
い
は
秋
に
咲
く

ワ
レ
モ
コ
ウ
や
エ
ゾ
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ

な
ど
、
本
来
こ
の
地
域
に
自
生
し
て
い

た
植
物
が
春
か
ら
１
年
を
通
じ
て
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
地
域
の
人
た
ち
の
手
に

よ
っ
て
植
え
ら
れ
て
復
活
さ
せ
て
い
く

こ
と
は
、
大
変
望
ま
し
い
と
思
う
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
民
話
・
伝
説
等
の
地
域
づ
く
り

須砂渡渓谷にあるウエストン広場

　
問	

公
園
緑
地
等
を
結
ぶ
遊
歩
道
の
建
設
並

び
に
芸
術
文
化
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
。

市
長	

安
曇
野
市
は
文
化
・
芸
術
中
核
都
市
の

実
現
を
目
指
し
、
既
に
芸
術
大
学
等
と

連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

提
案
の
彫
刻
等
の
無
償
譲
渡
等
あ
る
い

は
土
地
を
ど
う
す
る
か
等
、
実
現
可
能

か
研
究
し
て
い
く
。
遊
歩
道
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
ふ
れ
あ
い
広
場
に
隣
接
す

る
国
営
公
園
へ
は
、
整
備
済
み
の
歩
道

で
ア
ク
セ
ス
が
で
き
る
。
県
営
烏
川
渓

谷
緑
地
入
口
へ
は
須
砂
渡
ト
ン
ネ
ル
建

設
に
あ
わ
せ
歩
道
整
備
を
予
定
。
整
備

後
は
良
好
な
ア
ク
セ
ス
環
境
に
な
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
問	

ウ
エ
ス
ト
ン
広
場
は
、
現
在
西
洋
タ
ン

ポ
ポ
な
ど
の
外
来
種
の
植
物
が
こ
の
地

域
一
面
を
制
し
て
い
る
。
在
来
種
日
本

タ
ン
ポ
ポ
を
こ
の
場
所
だ
け
で
も
生
息

さ
せ
、
子
供
た
ち
に
見
て
も
ら
い
、
大

切
に
長
い
間
育
て
た
い
が
。

教
長	

三
十
数
年
前
、
堀
金
村
誌
自
然
編
の
編

さ
ん
の
た
め
、
こ
の
地
域
一
帯
の
植
物

調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
当
時
と
比
べ
る

須
砂
渡
烏
川
渓
谷
遊
歩
道

芸
術
文
化
の
地
域
づ
く
り

会派 あづみ野
一志 信一郎

い
ま
一
度
基
本
に
立
ち
返
り
、
社
内
外

の
研
修
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
に
よ
り
、

今
回
の
よ
う
な
事
案
を
再
発
さ
せ
な
い

よ
う
指
導
し
、
再
発
防
止
に
努
め
る
。

　
問	

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
広
場
の
進
捗
状
況
は
。

商
工	

設
計
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
11
月
中
旬

に
は
工
事
の
着
手
、
令
和
５
年
度
末
に

は
完
成
の
予
定
。

　
問	

東
部
ア
ウ
ト
ド
ア
拠
点
整
備
基
本
構
想

に
パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
整
備
を
提
案
す
る
。

政
策	

現
在
、
拠
点
に
パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
を
整

備
す
る
想
定
は
し
て
い
な
い
。

　　

　
問	

本
市
の
上
水
道
事
業
の
運
営
は
ど
こ
か
。

水
道	

水
道
事
業
の
う
ち
、
水
道
料
金
の
算
定

及
び
徴
収
業
務
を
民
間
業
者
へ
委
託
し

て
い
る
。

　
問	

給
水
停
止
か
ら
給
水
再
開
ま
で
は
。

水
道	

納
期
限
が
過
ぎ
た
人
は
、
督
促
状
を
発

送
し
、
納
入
が
な
い
人
は
、
給
水
停
止

予
告
に
よ
り
改
め
て
未
納
料
金
を
請
求

す
る
。
支
払
い
が
さ
れ
な
い
人
や
納
入

相
談
が
な
い
人
は
給
水
停
止
の
対
象
と

な
り
、
市
の
決
定
に
よ
り
執
行
す
る
。

給
水
停
止
ま
で
は
、
納
期
限
か
ら
最
短

で
83
日
目
。
給
水
停
止
後
に
未
納
料
金

全
額
を
納
付
し
た
場
合
や
分
割
納
入
誓

約
を
し
た
場
合
は
、
給
水
を
再
開
す
る
。

　
問	

こ
の
度
の
、
開
栓
す
べ
き
人
に
、
開
栓

し
な
か
っ
た
事
態
を
踏
ま
え
て
、
今
後

同
様
の
事
例
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
ど

う
検
証
し
、
対
策
を
図
り
改
善
に
つ
な

げ
て
い
く
の
か
。

水
道	
今
後
は
過
去
に
執
行
し
た
給
水
停
止
結

果
一
覧
で
収
納
状
況
等
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

未
納
料
金
の
な
い
人
の
未
開
栓
が
発
生

し
な
い
よ
う
、
市
が
最
終
確
認
を
す
る
。

委
託
業
者
に
は
、
業
務
全
般
に
つ
い
て

本
市
の
水
道
事
業

（
上
水
道
の
開
閉
栓
）

会派 さきがけ
辻谷 洋一

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

会派 さきがけ
中村 芳朗

　
問	

令
和
５
年
７
月
27
日
と
８
月
１
日
に
突

風
と
降
ひ
ょ
う
で
農
作
物
に
大
き
な
被

害
が
出
た
。
リ
ン
ゴ
の
木
の
倒
木
・
リ

ン
ゴ
他
果
樹
へ
の
降
ひ
ょ
う
に
よ
る
傷

つ
き
が
あ
っ
た
が
、
現
時
点
で
の
被
害

状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
春
の
凍
霜
害
や

今
回
の
被
害
に
対
し
て
、
市
と
し
て
何

ら
か
の
補
償
あ
る
い
は
見
舞
金
の
支
給

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

農
林	

今
回
の
被
害
状
況
は
、
被
害
戸
数
62
戸

	

・
被
害
面
積
39
h
a
・
被
害
額
１
９
３

	

８
万
５
千
円
の
被
害
で
あ
っ
た
。
市
で

は
、
凍
霜
害
や
降
ひ
ょ
う
等
の
気
象
災

害
や
価
格
低
下
に
よ
る
収
入
減
に
備
え

る
収
入
保
険
や
果
樹
共
済
へ
の
掛
金
補

助
を
行
っ
て
お
り
、
現
時
点
で
は
、
被

災
さ
れ
た
農
家
へ
の
補
償
や
見
舞
金
な

ど
の
支
給
は
考
え
て
い
な
い
。

　
問	

春
の
凍
霜
害
に
つ
い
て
６
月
の
市
議
会

定
例
会
に
お
い
て
市
長
は
、
市
で
は
引

き
続
き
状
況
を
注
視
す
る
と
と
も
に
県

や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
な
が
ら
必
要
な
支
援

策
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
述
べ
て

い
る
。
今
回
の
被
害
を
含
め
て
具
体
的

な
支
援
策
等
を
伺
う
。
ま
た
、
地
球
温

暖
化
な
ど
の
影
響
で
今
後
も
懸
念
さ
れ

る
自
然
災
害
に
対
す
る
補
償
・
補
填
な

ど
を
行
う
制
度
を
作
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長	

県
に
お
い
て
農
作
物
等
災
害
緊
急
対
策

事
業
を
立
ち
上
げ
支
援
に
つ
い
て
検
討

を
始
め
た
と
聞
い
て
い
る
。
市
と
し
て

は
農
業
保
険
の
普
及
促
進
、
利
用
拡
大

が
急
務
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
災
害

発
生
時
に
は
県
や
Ｊ
Ａ
・
関
係
機
関
と

連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
令
和
４
年
度
の
９
月
決
算
議
会
に
あ
た
り
市

長
の
事
業
評
価
と
令
和
５
年
度
の
主
な
事
業

の
取
り
組
み
や
進
捗
状
況

突風により倒木したリンゴと矮化の棚

突
風
と
雹ひ

ょ
う

等
に
よ
る

農
作
物
被
害
に
つ
い
て

市
長	

米
国
で
は
通
勤
車
で
ず
っ
と
英
語
の
ニ

	

ュ
ー
ス
を
聞
い
て
い
た
。
一
番
必
要
な

の
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
向
上
。
相
手
は
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
方
が
望
ま
し
い
と
思
う
。

　
問	

海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
の
再
開
を
。

家
庭
負
担
15
万
円
は
高
い
。
松
川
村
は

3
万
円
台
の
負
担
で
中
学
２
年
の
希
望

者
全
員
を
台
湾
に
派
遣
。
見
直
し
を
。

教
部	

ま
ず
は
皆
が
参
加
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン

国
際
交
流
事
業
を
実
施
し
た
い
。

　
問	

英
語
教
員
へ
の
支
援
は
。
慶
応
義
塾
の

ネ
イ
テ
ィ
ブ
等
に
よ
る
夜
間
オ
ン
ラ
イ

ン
外
国
語
講
座
が
良
い
と
聞
く
が
。

教
部	

信
州
大
学
よ
り
講
師
を
迎
え
、
研
修
体

制
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

無所属の会
橋本 裕二

小
・
中
学
校
に
お
け
る

英
語
教
育
に
つ
い
て

　
問	

令
和
５
年
４
月
に
中
学
３
年
生
が
受
験

し
た
全
国
学
力
テ
ス
ト
で
は
、英
語
を
話

す
テ
ス
ト
の
平
均
正
答
率
は
12
・
４
％
、

６
割
の
生
徒
が
０
点
だ
っ
た
。
英
語
能

	

力
指
数
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
で
日
本
は
１

	

１
１
か
国
中
80
位
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

生
徒
は
将
来
英
語
を
使
う
こ
と
に
消
極

的
。
市
の
英
語
教
育
の
方
針
は
。

教
長	

外
国
語
教
育
連
携
推
進
委
員
会
を
設
置

し
研
究
・
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
中
学

２
年
の
希
望
者
に
は
外
国
人
講
師
に
よ

る
英
語
課
外
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
問	

英
語
教
員
に
求
め
る
力
と
し
て
国
が
示

し
た
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ	

Ｂ
２
レ
ベ
ル
（
英
検
準

１
級
、
T
O
E
I
C
７
３
０
程
度
）
を

取
得
し
た
英
語
教
員
の
割
合
は
。

教
部	

中
学
英
語
教
師
の
17
・
９
％
が
取
得
。

　
問	

中
学
の
英
語
の
授
業
は
英
語
で
行
わ
れ

て
い
る
か
。
学
習
指
導
要
領
に
「
授
業

は
英
語
で
の
実
施
が
基
本
」
と
あ
る
が
。

教
部	

81
％
の
授
業
で
、
英
語
の
発
話
は
50
〜

75
％
未
満
の
割
合
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
問	

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
外

交
が
続
い
て
い
る
。
米
国
駐
在
経
験
が

あ
る
市
長
よ
り
英
語
教
育
に
助
言
を
。

人口：日本は横ばい、世界は２倍。
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9 月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　
問	

弓
道
場
の
新
設
に
つ
い
て
、
令
和
５
年

２
月
に
要
望
書
を
上
げ
た
。
そ
の
後
の

話
で
、
問
題
は
場
所
を
ど
う
す
る
か
だ

が
、
そ
の
点
に
関
し
て
ど
う
か
。

商
工	

令
和
５
年
２
月
に
関
係
団
体
か
ら
要
望

書
が
提
出
さ
れ
た
。
４
月
か
ら
用
地
の

選
定
を
開
始
し
、
６
月
に
は
市
所
有
の

用
地
の
中
か
ら
候
補
地
15
カ
所
を
選
定

し
た
。

　
問	

７
月
14
日
に
予
定
候
補
地
の
説
明
を
受

け
た
が
、
現
在
の
状
況
は
。

商
工	

15
カ
所
を
選
定
し
て
、
建
築
基
準
法
、

ま
た
市
の
土
地
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

よ
る
規
制
、
利
用
者
の
利
便
性
な
ど
を

評
価
し
、
選
定
し
た
場
所
と
評
価
に
つ

い
て
、現
在
関
係
団
体
か
ら
回
答
を
待
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
問	

決
定
的
な
と
こ
ろ
は
な
い
と
聞
い
た
。

さ
て
実
際
に
、場
所
に
関
し
て
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

商
工	

選
定
し
た
15
カ
所
の
う
ち
、
要
望
書
を

満
た
す
場
所
は
、
３
カ
所
あ
る
が
、
早

期
の
決
定
は
困
難
で
あ
る
。
弓
道
場
の

要
望
規
模
を
縮
小
し
、
既
存
の
場
所
に

建
設
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
ほ
し
い
と

関
係
団
体
に
提
案
し
た
。

　
問	

弓
道
部
の
皆
さ
ん
か
ら
も
意
見
を
聞
き
、

３
つ
の
提
案
が
出
て
き
た
。
一
つ
目
は
、

弓
道
部
が
希
望
す
る
図
面
で
の
現
地
建

て
替
え
は
ど
う
か
。

商
工	

建
築
基
準
法
に
よ
り
困
難
で
あ
る
。

　
問	

二
つ
目
、
本
庁
舎
東
の
剣
道
場
跡
地
は

ど
う
か
。

商
工	
こ
の
場
所
は
、
本
庁
舎
や
美
術
館
に
近

い
た
め
、
今
後
の
活
用
法
に
つ
い
て
は

様
々
な
用
途
が
考
え
ら
れ
、
候
補
地
に

決
定
づ
け
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

　
問	

三
つ
目
、
Ａ
Ｎ
Ｃ
ア
リ
ー
ナ
は
ど
う
か
。

商
工	

一
定
の
期
間
が
経
過
し
な
け
れ
ば
新
築

や
、
増
改
築
が
行
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

か
ら
地
域
を
元
気
に

会派 あづみ野
岡村 典明

新設・建て替え予定のある豊科弓道場

区
域
外
就
学
制
度
等
で
の

教
育
に
よ
る
地
方
創
生
を

　
問	

二
地
域
居
住
や
地
方
移
住
に
伴
う
区
域

外
就
学
制
度
等
の
活
用
を
。

市
長	

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
鍵
。

教
長	

情
報
発
信
に
努
め
積
極
的
受
け
入
れ
を
。

　
問	

明
北
小
学
校
に
小
規
模
特
認
校
導
入
は
。

教
部	

令
和
６
年
４
月
か
ら
相
談
受
付
な
ど
し
、

令
和
７
年
４
月
か
ら
受
け
入
れ
を
開
始
。

　
問	

若
者
定
住
促
進
住
宅
等
の
支
援
制
度
を
。

生
活	

補
助
制
度
や
移
住
推
進
事
業
で
支
援
。

若
者
定
住
促
進
住
宅
整
備
は
し
な
い
。

　
問	

活
性
化
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

新
し
い
滞
在
型
観
光
の
推
進
を
図
る
。

商
工	

観
光
資
源
等
を
活
用
し
誘
客
を
図
る
。

　
問	

東
部
ア
ウ
ト
ド
ア
拠
点
基
本
構
想
は
。

政
策	

年
度
内
に
基
本
構
想
を
取
り
ま
と
め
る
。

　
問	
光
城
山
山
頂
の
標
識
や
麓ふ

も
との
ト
イ
レ
の

水
洗
化
等
の
整
備
を
。

商
工	
標
識
の
設
置
箇
所
等
の
設
定
を
す
る
。

水
洗
化
の
方
法
等
の
検
討
が
必
要
。

　
問	

穂
高
温
泉
郷
、
ほ
り
が
ね
道
の
駅
、
烏

川
渓
谷
、
安
曇
野
湧
水
群
の
活
性
化
を
。

商
工	

滞
在
型
観
光
を
進
め
、
活
性
化
を
図
る
。

建
設	

ほ
り
が
ね
道
の
駅
は
施
設
を
改
善
。
県

も
烏
川
渓
谷
へ
の
誘
客
に
努
め
て
い
る
。

　
問	

顕
彰
促
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

２
年
後
が
亡
く
な
っ
て
80
年
。
終
戦
か

ら
80
年
で
、
安
曇
野
市
制
20
周
年
。
顕

彰
す
る
催
し
、
展
示
を
行
い
た
い
。

教
長	

顕
彰
に
向
け
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。

　
問	

上
原
良
司
と
平
和
の
発
信
と
啓
発
を
。

教
部	

企
画
展
な
ど
開
催
、
計
画
し
て
い
く
。

総
務	

平
和
推
進
事
業
の
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

　
問	

上
原
良
司
の
資
料
館
か
資
料
室
を
。

市
長	

新
市
立
博
物
館
構
想
の
中
で
議
論
す
る
。

上原良司実家近くの、
家族と別れの乳房橋（穂高川）

無所属の会
林 孝彦

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と

観
光
誘
客
で
ま
ち
の
活
性
化
を

上
原
良
司
の
顕け

ん
し
ょ
う彰
促
進
を

新
市
立
博
物
館
は
子
ど
も
の

声
を
聴
く
複
合
施
設
で

無所属
内川 集雄

　
問	

従
来
か
ら
の
見
方
や
考
え
方
、
枠
組
み
、

ル
ー
ル
、
現
状
や
流
れ
を
一
変
さ
せ
る

よ
う
な
変
革
や
革
新
、
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン

ジ
の
時
代
を
見
据
え
た
新
市
立
博
物
館

構
想
の
具
現
化
に
向
け
て
、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
提
案
す
る
。
仮

想
世
界
と
現
実
世
界
を
融
合
さ
せ
る
技

術
を
使
っ
た
新
し
い
姿
の
斬
新
、
唯
一

無
二
の
新
市
立
博
物
館
を
願
い
、
安
曇

野
市
は
新
博
物
館
か
ら
、
ど
ん
な
安
曇

野
の
未
来
を
描
く
の
か
、
市
長
に
伺
う
。

市
長	

博
物
館
は
非
常
に
夢
の
あ
る
施
設
だ
。

私
の
趣
味
も
美
術
館
、
博
物
館
巡
り
だ
。

様
々
な
新
し
い
技
術
を
駆
使
し
た
博
物

館
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
つ
く
る

博
物
館
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
そ

う
い
っ
た
新
し
い
技
術
が
あ
る
こ
と
を

前
提
で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
新

し
い
技
術
の
活
用
も
、
当
然
必
要
に
応

じ
て
検
討
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
問	

新
市
立
博
物
館
建
設
場
所
と
し
て
、
田

園
風
景
の
す
ば
ら
し
い
豊
科
南
穂
高
の

「
信
州
安
曇
野
ス
イ
ス
村
」
が
適
所
と
考

え
る
が
。

教
部	

新
市
立
博
物
館
整
備
方
針
検
討
委
員
会

を
設
置
し
て
、
新
市
立
博
物
館
構
想
の

実
現
に
向
け
て
、
よ
り
現
状
に
即
し
た

形
で
再
検
討
を
加
え
る
。
新
市
立
博
物

館
の
建
設
用
地
は
、
大
変
大
き
な
課
題
。

検
討
委
員
会
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
問	

信
州
安
曇
野
ス
イ
ス
村
に
、
屋
内
子
ど

も
遊
園
地
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
。
併

せ
て
屋
内
外
に
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
や

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
用
の
人
工
ウ
ォ
ー
ル
を

造
っ
て
は
ど
う
か
。

商
工	

新
市
立
博
物
館
建
設
が
具
体
化
さ
れ
た

時
点
で
、
複
合
施
設
と
し
て
の
効
率
性
、

有
効
性
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
担
当

部
局
と
調
整
を
し
て
進
め
た
い
。新市立博物館建設適地と思われる

信州安曇野スイス村付近

と
し
て
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉	

安
曇
野
聴
覚
障
が
い
者
協
会
と
意
見
交

換
し
て
、
必
要
な
支
援
を
検
討
す
る
。

教
部	

障
が
い
者
が
美
術
館
等
の
施
設
を
利
用

す
る
場
合
の
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

商
工	

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
教
室
を
開
催
し

て
い
る
。ボ
ッ
チ
ャ
以
外
の
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
種
目
を
充
実
し
て
、
体
験
会
や
、
指

導
者
の
育
成
を
計
画
的
に
行
い
た
い
が
、

人
材
の
確
保
が
課
題
。

　
問	

教
育
現
場
で
、
手
話
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験

や
、
デ
フ
ア
ス
リ
ー
ト
に
触
れ
る
機
会

を
通
し
て
共
生
社
会
の
啓
発
は
ど
う
か
。

教
部	

手
話
体
験
や
松
本
ろ
う
学
校
と
の
交
流

を
通
し
て
、
理
解
を
深
め
て
い
く
。

会派 あづみ野
中村 今朝子

障
が
い
者
支
援
と

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
援

　
問	

視
覚
障
が
い
者
の
た
め
に
、
紙
媒
体
に

掲
載
さ
れ
た
印
刷
情
報
を
、
デ
ジ
タ
ル

情
報
に
変
え
る
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
の

音
声
コ
ー
ド
を
、
市
か
ら
発
送
さ
れ
る

全
て
の
印
刷
物
に
つ
け
る
こ
と
を
提
案

す
る
が
ど
う
か
。

政
策	

音
声
コ
ー
ド
の
活
用
は
、
今
後
そ
れ
ぞ

れ
の
部
署
に
情
報
提
供
し
て
利
用
の
検

討
を
促
し
て
い
く
。

　
問	

視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
補
装
具
、
Ｑ

Ｄ
レ
ー
ザ
ー
を
、
日
常
生
活
用
具
給
付

金
の
対
象
に
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

福
祉	

視
覚
障
が
い
者
に
と
っ
て
、
Ｑ
Ｄ
レ
ー

ザ
ー
が
有
効
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
給
付

の
対
象
に
し
て
い
く
。

　
問	

聴
覚
障
が
い
者
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

呼
ば
れ
る
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
、

２
０
２
５
年
日
本
で
初
め
て
開
催
さ
れ

る
。
今
大
会
は
１
０
０
周
年
に
当
た
る

記
念
の
大
会
と
な
る
。
昨
年
ブ
ラ
ジ
ル

で
行
わ
れ
た
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

日
本
選
手
は
金
12
個
、
銀
８
個
、
銅
10

個
の
過
去
最
多
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て

い
る
。
障
が
い
者
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

芸
術
に
取
り
組
む
環
境
や
、
基
盤
整
備
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9 月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

　
問	

安
曇
野
を
流
れ
る
清
流
に
は
た
く
さ
ん

の
種
類
の
淡
水
魚
が
生
き
生
き
と
泳
い

で
お
り
、
そ
の
中
に
は
渓
流
魚
と
呼
ば

れ
る
イ
ワ
ナ
と
ヤ
マ
メ
が
、
そ
し
て
里

山
の
本
流
で
あ
る
犀
川
に
は
ニ
ジ
マ
ス

や
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
が
生
息
し
て
い

る
。
さ
ら
に
は
ス
ー
パ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー

と
呼
ば
れ
る
60
㎝
を
超
え
る
大
型
の
ニ

ジ
マ
ス
も
い
る
。
犀
川
は
昔
か
ら
ト
ラ

ウ
ト
の
聖
地
と
呼
ば
れ
て
、
ス
ポ
ー
ツ

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
場
と
し
て
大
変
な
賑

わ
い
が
あ
っ
た
。「
釣
り
」
に
よ
る
地
域

活
性
化
や
経
済
効
果
も
既
に
各
地
で
実

証
さ
れ
て
お
り
、
釣
り
は
重
要
な
観
光

産
業
だ
と
考
え
る
。
市
は
釣
り
と
い
う

分
野
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

市
長	

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
化
を
目

指
す
上
で
重
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
１
つ

で
あ
る
。
川
釣
り
の
振
興
に
当
た
っ
て

は
、
地
域
の
活
性
化
だ
け
な
く
、
自
然

環
境
の
保
護
も
重
要
で
あ
り
、
漁
業
協

同
組
合
や
河
川
管
理
者
、
地
元
等
の
理

解
と
協
力
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
問	

犀
川
殖
産
漁
業
管
轄
エ
リ
ア
は
、
２
０

	

１
０
年
よ
り
本
流
に
限
り
、
禁
漁
期
間

中
で
も
大
型
の
ト
ラ
ウ
ト
釣
り
が
で
き
、

冬
季
の
釣
り
場
と
し
て
大
変
人
気
が
あ

る
。
こ
れ
を
冬
季
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
て
、
安
曇
野
市
で
も
実
施
で
き
な

い
か
。

商
工	

犀
川
漁
業
組
合
の
考
え
を
尊
重
し
な
が

ら
連
携
を
は
か
り
、
冬
期
間
に
お
け
る

誘
客
の
可
能
性
や
安
全
性
な
ど
を
含
め
、

冬
季
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
り
得
る

か
ど
う
か
研
究
を
進
め
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
G
O　
T
O　
T
H
E　
P
A
R
K
！

　

	（
公
園
と
児
童
遊
園
に
つ
い
て
）

無所属の会
増井 裕壽

犀川で釣れた 57cm のブラウントラウト

釣
り
振
興
に
つ
い
て

※
犀
川
殖
産
漁
業
管
轄
エ
リ
ア
…
犀
川
殖
産
漁
業
協
同
組
合
が
管
轄
し
て
い
る
犀
川
の
う
ち
、
長
野
市
の
区
域
か
ら
大
町
市
八
坂
・
東
筑
摩
郡
生
坂
村
の
区
域
に
至
る
犀
川
の
本
支
流
域
。

　
問	

市
は
個
人
の
承
諾
も
得
ず
該
当
者
（
18
、

22
歳
）
の
名
簿
を
作
成
し
自
衛
隊
に
提

供
す
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
。

こ
れ
ま
で
閲
覧
で
で
き
た
こ
と
を
、
名

簿
ま
で
作
成
し
て
提
供
す
る
の
か
。

総
務	

自
治
体
首
長
は
自
衛
隊
法
や
自
衛
隊
法

施
行
令
で
自
衛
官
募
集
の
一
部
を
行
う

と
さ
れ
、
以
前
よ
り
紙
媒
体
で
の
名
簿

提
出
を
求
め
ら
れ
て
き
た
。
令
和
６
年

か
ら
自
己
の
情
報
を
提
供
し
て
ほ
し
く

な
い
人
は
除
外
申
請
を
す
る
こ
と
で
、

提
供
す
る
名
簿
か
ら
除
外
す
る
方
式
に

改
め
る
。
防
衛
省
・
総
務
省
の
連
名
通

知
に
よ
れ
ば
住
民
基
本
台
帳
法
上
も
写

し
の
提
供
に
特
段
の
問
題
は
な
い
。

　
問	

元
陸
上
自
衛
隊
幕
僚
長
の
火ひ

ば
こ箱

氏
が
、

「
自
衛
隊
員
の
戦
死
が
生せ

い
き起

す
る
。
自
分

な
ら
靖
国
に
祀ま

つ

っ
て
ほ
し
い
」
と
言
っ

て
い
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

市
長	

仮
定
の
質
問
へ
の
答
弁
は
控
え
る
。
基

本
的
人
権
・
平
和
主
義
・
国
民
主
権
の

三
原
則
が
重
要
で
守
る
べ
き
だ
。

　
問	

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
策
定
の
た
め

の
実
態
調
査
の
項
目
は
。

市
長	

子
ど
も
の
経
済
状
況
、
貧
困
対
策
を
含

め
、
貧
困
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
断
ち
切
る

施
策
の
た
め
の
項
目
を
設
け
る
。

　
問	

中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
は
。
民
営

化
を
や
め
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
、
配

置
基
準
の
改
善
こ
そ
す
べ
き
で
は
。

総
務	
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
を
令
和
４

年
２
月
か
ら
引
き
上
げ
、
令
和
５
年
度

は
夏
季
休
暇
を
４
日
に
、
令
和
６
年
度

か
ら
勤
勉
手
当
支
給
が
可
能
と
な
る
。

教
部	

国
は
１
歳
児
６
人
に
保
育
士
１
人
だ
が
、

市
は
３
人
に
保
育
士
１
人
の
配
置
だ
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
雹ひ

ょ
う
が
い害、

農
家
の
心
が
折
れ
な
い
支
援
を

自
衛
隊
へ
の
該
当
者
名
簿

作
成
と
提
供
は
中
止
を
！

日本共産党
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井出 勝正

名簿提供を望まない人は除外申請を

こ
ど
も
園
の
民
営
化
見
直
し
を

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　
問	

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
が
近
づ
い

て
い
る
。
リ
ニ
ア
の
開
通
に
対
し
、
あ

る
種
の
危
機
感
を
持
っ
て
挑
む
必
要
が

あ
り
、
開
通
を
ど
う
捉
え
る
の
か
、
安

曇
野
市
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
に
つ

い
て
、
市
が
期
待
す
る
効
果
、
市
長
の

考
え
は
。

市
長	

長
野
県
で
は
、
新
た
な
総
合
５
か
年
計

画
に
お
い
て
、
開
業
す
る
機
会
を
捉
え
、

市
町
村
と
連
携
し
て
関
係
人
口
の
創
出
、

拡
大
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。
県
の

戦
略
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
広
域
的
な

取
組
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
多
少
の
時
間
が
あ
る
中
で
、
幾
つ

か
の
構
想
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
長
野
県
駅
の
み
な
ら
ず
、
山

梨
県
駅
、
岐
阜
県
駅
の
活
用
も
考
え
る

こ
と
が
安
曇
野
に
と
っ
て
は
必
要
で
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
問	

近
年
、
安
曇
野
市
内
で
目
に
つ
く
の
は
、

豊
科
や
明
科
の
街
中
で
、
路
上
に
鳥
の

ふ
ん
が
大
量
に
落
さ
れ
て
い
る
と
い
う

状
態
。
市
内
の
野
生
鳥
類
の
ふ
ん
害
に

つ
い
て
、
定
期
的
な
清
掃
は
行
わ
れ
て

い
な
い
か
。

建
設	

市
道
上
へ
落
さ
れ
る
野
生
鳥
類
の
ふ
ん

は
、
主
に
豊
科
の
八
十
二
銀
行
、
安
曇

野
赤
十
字
病
院
、
市
役
所
庁
舎
及
び
明

科
駅
前
に
お
い
て
発
生
し
て
い
る
。
ふ

ん
が
車
道
の
路
肩
部
分
や
歩
道
一
面
に

落
ち
て
い
る
た
め
、
歩
行
者
が
ふ
ん
を

避
け
て
通
る
こ
と
が
多
く
、
事
故
に
つ

な
が
る
危
険
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
安

全
性
の
確
保
、
快
適
な
道
路
環
境
を
維

持
す
る
た
め
、
業
務
委
託
に
よ
り
汚
れ

の
状
況
を
見
な
が
ら
随
時
清
掃
を
行
っ

て
い
る
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
通

に
対
す
る
市
の
見
解
は

無所属
矢澤 毅彦

　　

鳥
の
ふ
ん
害
に
つ
い
て

　
問	

児
童
ク
ラ
ブ
で
い
う
保
護
者
等
と
は
、

父
母
、
同
居
祖
父
母
、
通
学
区
内
に
居

住
し
て
い
る
祖
父
母
、
そ
の
他
同
居
人

と
な
っ
て
い
て
「
児
童
の
見
守
り
が
で

き
る
と
判
断
さ
れ
る
方
は
利
用
を
ご
遠

慮
い
た
だ
く
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
国
の
指
針
に
定
め
て
い
る
内
容
か
。

教
部	

希
望
す
る
家
庭
が
多
い
た
め
、
必
要
性

が
高
い
家
庭
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

父
母
の
ほ
か
同
居
の
祖
父
母
、
通
学
区

内
に
居
住
し
て
い
る
祖
父
母
、
同
居
人

の
方
も
保
護
者
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
。

　
問	

法
的
な
根
拠
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
か
。

教
部	

法
的
で
は
な
い
。

　
問	

保
護
者
と
は
、
保
護
を
行
う
義
務
が
あ

る
者
「
親
権
者
」
で
、
父
母
が
い
る
場

合
は
父
母
が
親
権
者
に
な
る
。
祖
父
母

や
同
居
人
に
関
し
て
の
書
類
提
出
は
必

要
な
い
の
で
は
な
い
か
。

教
部	

市
で
は
、
す
べ
て
の
児
童
ク
ラ
ブ
で
６

年
生
ま
で
の
受
け
入
れ
を
目
指
し
て
施

設
整
備
を
進
め
て
い
る
。
６
年
生
ま
で

の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
た
後
、
祖
父

母
の
要
件
も
緩
和
し
て
い
き
た
い
。

　
問	

病
児
・
病
後
児
保
育
だ
が
、
令
和
５
年

５
月
の
連
休
明
け
か
ら
の
再
開
が
遅
れ
、

10
月
に
な
っ
た
理
由
は
。

教
部	

５
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５

類
に
移
行
し
た
が
、
県
が
安
曇
野
赤
十

字
病
院
に
９
月
末
ま
で
中
等
症
以
上
の

感
染
症
患
者
受
け
入
れ
の
病
床
確
保
を

要
請
し
た
た
め
。
10
月
再
開
を
目
指
す
。

　
問	

病
児
・
病
後
児
保
育
を
行
え
る
場
所
の

複
数
設
置
は
。

教
部	

一
日
の
平
均
利
用
者
数
は
利
用
定
員
に

達
し
て
い
な
い
。
直
ち
に
２
か
所
開
設

で
は
な
く
、
今
後
考
え
て
い
く
。

日本共産党
安曇野市議団

猪狩 久美子

児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る

「
保
護
者
」
の
解
釈
は

病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ
い
て児童クラブ、ただいま自主勉強中

※
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9 月
定例会

※

市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

※
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
…	

若
者
が
社
会
に
出
る
ま
で
の
間
に
、
留
学
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会
体
験
活
動
を
行
う
た
め
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
期
間
も
し
く
は
制
度
。

※
香
害
…
柔
軟
剤
や
合
成
洗
剤
な
ど
の
香
り
を
伴
う
日
用
品
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質
で
、
咳
や
頭
痛
、
吐
き
気
等
の
体
調
不
良
が
生
じ
る
こ
と
。

　
問	

消
防
委
員
会
が
令
和
４
年
３
月
に
市
長

に
提
出
し
た
建
議
書
で
は
、
ポ
ン
プ
操

法
は
①
動
作
の
形
式
化
②
競
技
性
が
強

い
③
練
習
量
が
多
い
④
団
員
の
身
体
や

仕
事
の
負
担
が
大
き
い
⑤
家
族
の
負
担

も
大
き
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
具

体
的
内
容
や
実
態
は
。

危
機	

過
度
な
規
律
や
現
場
活
動
に
適
さ
な
い

大
会
だ
け
の
動
き
が
入
る
な
ど
が
あ
る
。

一
部
の
分
団
で
は
早
朝
・
夜
間
に
加
え
、

休
日
で
も
練
習
を
行
う
な
ど
、
団
員
の

負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
た
。
練
習
中

に
け
が
を
す
る
団
員
や
休
み
が
な
い
こ

と
に
よ
り
、
団
員
や
そ
の
家
族
に
も
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
た
。

　
問	

具
体
的
内
容
が
ほ
と
ん
ど
語
ら
れ
な
か

	

っ
た
。
①
ポ
ン
プ
操
法
本
来
の
目
的
が

薄
れ
②
重
労
働
の
イ
メ
ー
ジ
へ
と
変
化

し
③
若
年
層
か
ら
の
理
解
が
得
難
く
な

り
④
家
族
か
ら
の
理
解
が
得
難
く
な
り

⑤
消
防
団
員
確
保
が
阻
害
さ
れ
て
い
る

と
し
て
い
る
。
具
体
的
内
容
や
実
態
は
。

危
機	

過
度
の
規
律
や
現
場
に
適
さ
な
い
動
作

が
含
ま
れ
、
練
習
時
間
の
増
え
る
一
因

と
な
り
、
団
員
の
負
担
増
と
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
重
労
働
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
定
着
し
、
若
年
層
や
家
族
か
ら
理

解
を
得
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
団
員

確
保
の
阻
害
要
因
の
一
つ
と
考
え
る
。

　
問	

具
体
的
内
容
や
実
態
が
語
ら
れ
な
い
。

建
議
書
の
意
見
・
提
言
に
本
気
で
取
り

組
む
た
め
に
実
態
を
具
体
的
に
正
確
に

つ
か
む
こ
と
が
重
要
だ
。
こ
の
重
要
性

に
つ
い
て
の
見
解
と
つ
か
む
方
法
は
。

危
機	

実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
重
要
。
こ
れ

か
ら
も
様
々
な
方
法
を
取
っ
て
い
き
た

い
。
令
和
４
年
消
防
団
員
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
数
は
１
１
６
件
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
教
員
の
時
間
外
勤
務
と
教
員
不
足

ポ
ン
プ
操
法
大
会

正
確
な
実
態
か
ら
本
気
の
取
組
を

ポンプ操法大会のあり方が検討されている

日本共産党
安曇野市議団

臼井 泰彦

無所属の会
増田 望三郎

　
問	

10
〜
20
代
は
子
ど
も
か
ら
大
人
へ
と
自

立
成
長
す
る
大
切
な
時
期
。
ユ
タ
カ
な

社
会
体
験
を
す
る
こ
と
、
社
会
観
、
仕

事
観
、
人
生
観
に
影
響
を
受
け
る
ユ
タ

カ
な
大
人
た
ち
に
出
会
う
こ
と
は
、
大

人
に
な
る
こ
と
に
夢
や
希
望
を
持
つ
こ

と
に
つ
な
が
る
。
将
来
世
代
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

市
長	

多
様
な
価
値
観
や
考
え
方
を
受
け
止
め

る
こ
と
が
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
。
若
者
の
多
様
な
価
値

観
や
考
え
方
を
大
人
、
社
会
が
認
め
て
、

受
け
止
め
る
社
会
を
築
い
て
い
く
。

　
問	

将
来
世
代
へ
の
広
聴
を
ど
う
す
る
か
。

自
分
た
ち
の
将
来
や
安
曇
野
市
の
10
年

後
、
20
年
後
を
話
し
合
う
若
者
の
会
議

を
始
め
て
み
て
は
ど
う
か
。

市
長	

若
い
世
代
か
ら
市
の
将
来
へ
の
意
見
を

伺
う
こ
と
は
大
変
意
義
が
あ
る
。
懇
談

会
、
ネ
ッ
ト
な
ど
方
法
を
検
討
す
る
。

飛ひ

耳じ

長ち
ょ
う
も
く

目
で
い
つ
で
も
受
け
る
。

　
問	

将
来
世
代
と
安
曇
野
市
を
ユ
タ
カ
に
つ

な
ぐ
に
は
。
市
内
中
学
校
で
の
安
曇
野

の
大
人
た
ち
の
仕
事
観
を
学
ぶ
キ
ャ
リ

ア
フ
ェ
ス
の
取
り
組
み
は
。

教
長	

生
徒
た
ち
が
自
分
た
ち
の
職
業
観
、
働

く
こ
と
を
真
剣
に
考
え
始
め
て
い
る
。

　
問	

安
曇
野
で
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
（
以
下
Ｇ

Ｙ
）
を
設
け
る
若
者
た
ち
が
訪
れ
て
、

自
分
の
仕
事
観
、
人
生
観
、
社
会
観
を

見
つ
め
、
学
ぶ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が

行
え
な
い
か
。
将
来
世
代
を
ユ
タ
カ
に

育
て
る
土
壌
が
安
曇
野
に
は
あ
る
が
。

市
長	
Ｇ
Ｙ
の
概
念
が
、
ま
だ
日
本
で
は
確
立

し
て
い
な
い
が
、
安
曇
野
で
は
農
業
、

製
造
業
、
観
光
な
ど
様
々
な
職
業
、
田

園
地
域
で
の
生
活
も
経
験
で
き
、
可
能

性
が
あ
る
。
Ｇ
Ｙ
と
い
う
も
の
が
ど
の

よ
う
に
社
会
の
中
で
根
づ
い
て
い
く
か

と
い
う
と
こ
ろ
と
の
兼
ね
合
い
だ
。安曇野の大人たちに仕事観を学ぶ

～堀金中キャリアフェス～

将
来
世
代
と
安
曇
野
市
を

ユ
タ
カ
に
つ
な
ぐ

　
問	

松
糸
道
路
の
う
ち
安
曇
野
市
内
ル
ー
ト

が
令
和
４
年
度
に
事
業
化
に
な
っ
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

建
設	

事
業
化
後
、
県
は
長
野
自
動
車
道
か
ら

の
分
岐
点
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
計
画
地

や
、
河
川
を
渡
る
橋

き
ょ
う
り
ょ
う梁
部
の
測
量
、
設

計
を
進
め
て
い
る
。
路
線
の
測
量
な
ど

も
実
施
予
定
と
聞
く
。

　
問	

工
事
着
手
、
完
成
ま
で
の
見
込
み
は
。

建
設	

工
事
着
手
ま
で
数
年
、
完
成
ま
で
十
数

年
を
見
込
む
と
聞
い
て
い
る
。

　
問	

市
が
進
め
る
ア
ク
セ
ス
道
路
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

建
設	

事
業
化
区
間
に
４
カ
所
の
出
入
り
口
を

設
け
る
。
市
は
国
道
19
号
と
連
結
し
大

型
車
も
利
用
で
き
る
明
科
中
川
手
と
、

地
域
住
民
の
利
用
を
目
的
と
し
た
豊
科

光
の
出
入
口
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備

を
計
画
し
て
い
る
。
丁
寧
な
説
明
を
行

い
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
問	

説
明
会
で
の
根
強
い
反
対
の
声
に
苦
慮

し
て
い
る
よ
う
に
も
聞
く
が
、
そ
こ
に

は
多
く
の
賛
成
の
市
民
も
来
て
い
る
。

多
く
の
皆
さ
ん
と
地
域
が
豊
か
に
な
る

夢
を
語
り
合
い
、
実
現
に
向
け
市
が
動

き
出
す
時
期
で
は
な
い
か
。
地
域
の
夢

と
し
て
、
明
科
中
川
手
の
出
入
口
周
辺

に
「
道
の
駅
」
の
建
設
を
提
案
す
る
が
。

建
設	

出
入
口
周
辺
に
有
効
な
施
設
だ
が
、
現

時
点
で
は
示
せ
る
計
画
は
な
い
。
今
後

は
地
元
の
意
向
も
踏
ま
え
、
土
地
の
有

効
活
用
も
見
据
え
検
討
し
て
い
く
。

　
問	

松
糸
道
路
は
、
特
に
市
北
部
を
大
き
く

活
性
化
す
る
は
ず
。
市
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
構
想
の
下
に
主
導
し
、
市
政
を
大

い
に
発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

市
長	

穂
高
地
域
の
沿
線
に
あ
る
産
業
団
地
の

拡
張
計
画
の
検
討
に
入
っ
た
。
安
曇
野

北
イ
ン
タ
ー
周
辺
も
有
力
な
土
地
。
方

向
を
誤
ら
な
い
よ
う
進
め
た
い
。

会派 さきがけ
松枝 功

国道１９号と明科地域のアクセス道路との
接続部分

松
糸
道
路
建
設
事
業
の

進
捗
と
今
後
に
つ
い
て

う
な
も
の
。
過
敏
症
と
い
う
よ
り
感
覚

過
敏
と
し
て
の
対
応
・
対
策
が
必
要
。

一
方
、
香
害
は
合
成
香
料
に
含
ま
れ
る

有
害
化
学
物
質
に
起
因
す
る
健
康
被
害

な
の
で
、
今
症
状
が
出
て
い
な
い
子
ど

も
た
ち
に
も
、
じ
わ
じ
わ
と
悪
影
響
が

及
ん
で
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
学
校
に

行
け
な
い
子
ど
も
に
は
、
教
育
機
会
の

確
保
の
観
点
か
ら
も
対
応
・
対
策
を
。

教
長	

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
保
護
者
に
伝
え
、

学
校
に
気
軽
に
相
談
す
る
よ
う
促
し
、

個
々
の
子
ど
も
に
対
し
て
何
が
で
き
る

か
考
え
、
対
策
に
つ
な
げ
て
い
く
。
感

覚
過
敏
や
香
害
等
の
周
知
に
努
め
、
教

育
現
場
の
意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
。

　
問	

令
和
５
年
８
月
２
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組

「
あ
さ
イ
チ
」
で
「
知
っ
て
い
ま
す
か
？

化
学
物
質
過
敏
症
」
と
題
し
て
香こ

う
が
い害

の

実
態
が
放
送
さ
れ
、
大
き
な
関
心
を
呼

び
社
会
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
た
。
市

教
委
は
こ
れ
に
先
立
つ
６
月
に
、
小
中

学
校
児
童
生
徒
を
対
象
に
生
活
環
境
の

中
で
の
過
敏
症
（
香
害
を
含
む
）
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
の
で
、
そ

の
詳
細
に
つ
い
て
伺
う
。

教
部	

ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
は
小
中
学
校
児
童

	

生
徒
７
０
６
９
人
で
回
答
率
は
65
％
。

	

回
答
し
た
４
６
１
１
人
の
う
ち
１
３
３

	

８
人
（
29
％
）
が
、
音
、
光
や
色
、
香

り
な
ど
の
刺
激
に
対
し
て
不
快
に
感
じ

た
こ
と
が
「
あ
る
」
と
回
答
。
そ
の
う

	

ち
、
学
校
を
休
ん
だ
り
、
医
療
機
関
を

	

受
診
し
た
経
験
は
１
６
５
人
（
3.6
％
）。

原
因
と
な
る
刺
激
（
複
数
回
答
）
は
、

音
が
１
１
２
人
、
光
や
色
が
45
人
、
芳

香
剤
や
柔
軟
剤
な
ど
の
香
り
が
43
人
。

　
問	

音
、
光
、
触
覚
や
味
覚
な
ど
、
多
く
の

人
に
と
っ
て
苦
痛
で
は
な
い
も
の
を
、

非
常
に
敏
感
に
つ
ら
く
苦
し
い
と
感
じ

て
し
ま
う
の
は
、
そ
の
人
の
体
質
の
よ

無所属の会
小林 純子

香
害
対
策
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

ど
う
い
か
し
て
い
く
か

日本消費者連盟発行の「香害」ポスター

※
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表 紙 に つ い て

委員会視察報告

日本の中心 !? 安曇野市
　安曇野市には「多様性を尊重し合う共生社会づくり条例」があります。
ともに生きよう。この思いを安曇野市から日本中に広げていけたなら、素晴らしいですね。
DIVERSITY（ダイバーシティ）とは多様性のこと。
日本語が苦手な方にも伝わればと思い、英語で表記しました。
さあ、子どもからおじいちゃんおばあちゃんまで手を取り合ってまいりましょう！

大和市文化創造拠点シリウスにて

県諏訪地域振興局にて

令
和
５
年
８
月
９
日
（
火
）
～
10
日
（
水
）

神
奈
川
県 

大
和
市
役
所
・
大
和
市
シ
リ
ウ
ス

政
策
提
言
に
向
け
た
調
査
研
究
と
し
て
、
高
齢
者
支
援
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
、
先
進
地
の
市
役
所
と
最
新
施
設
を
視
察
し
た
。

大
和
市
の「
70
歳
代
を
高
齢
者
と
言
わ
な
い
都
市
や
ま
と
」

は
、
い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
と
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
た
宣

言
で
あ
り
、ま
た
、大
和
市
文
化
創
造
拠
点
シ
リ
ウ
ス
は
、図
書
館
・

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
屋
内
こ
ど
も
広
場
を

中
心
と
し
た
文
化
複
合
施
設
で
、今
後
の
政
策
提
言
に
十
分
取
り
入

れ
ら
れ
る
内
容
で
あ
る
。そ
し
て
、健
康
都
市
大
学
の
市
民
で
つ
く

る
健
康
学
部
は
、市
民
が
、
ス
キ
ル
や
知
識
・
経
験
を
基
に
講
師
と

な
り
、市
民
同
士
の
学
び
合
い
と
交
流
が
で
き
る
生
涯
学
習
の
場
と

な
っ
て
い
て
、本
市
で
も
導
入
し
た
い
。

令
和
５
年
８
月
４
日
（
金
）

オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
・
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
（
茅
野
市
）

長
野
県
諏
訪
地
域
振
興
局　
林
務
課

政
策
提
言
テ
ー
マ
「
有
害
鳥
獣
対
策
と
安
曇
野
ジ
ビ

エ
の
振
興
」
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
の
た
め

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
深
刻
視
さ
れ
て
い
る
現
状

で
、
本
市
に
お
い
て
も
猟
友
会
の
協
力
の
も
と
、
駆
除
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
一
方
で
駆
除
さ
れ
た
野
生
鳥
獣
を
ジ
ビ
エ
と
し
て
利

活
用
し
、
新
た
な
食
資
源
と
す
る
取
り
組
み
が
全
国
的
に
広
が
っ

て
き
て
い
る
こ
と
等
の
話
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
、
有
害
鳥
獣

駆
除
対
策
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
精
神
に
則の

っ
とり
、
本
市

で
捕
獲
し
た
有
害
鳥
獣
の
命
に
感
謝
し
な
が
ら
、
市
の
メ
イ
ン

デ
ィ
ッ
シ
ュ
と
し
て
住
民
や
観
光
で
訪
れ
た
方
々
に
提
供
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
提
言
し
た
い
。

福
祉
教
育
委
員
会
視
察
報
告

日　
程

日　
程

視
察
先

視
察
先

内　
容

内　
容

考　
察

考　
察

連絡先：安曇野市議会　安曇野市議会広報特別委員会　〒  399-8281 長野県安曇野市豊科 6000 番地
　　　　TEL  0263-71-2156（議会事務局）　E-mail : gikai@city. azumino. nagano. jp　
　　　　HP : http://www. city. azumino. nagano. jp/site/gikai/

議会だよりをいつでも簡単に

公式サイト：http://ikouhoushi.jp/

■ダウンロードはこちら

※アプリの使用は無料ですが、回線費は各回線ごとの
　負担となります。
※広告が表示されますが、本誌とは関係ありません。

スマホで

問議会事務局　　71・2156 　　71・2150TEL FAX

議会だよりをより多くの皆さんに読んでいただけるよう、スマートフォン、
タブレット向けの無料アプリ「マチイロ」で配信を始めました。
このアプリをスマートフォンなどにダウンロードして、登録することで
いつでも議会だよりをご覧いただけます。ぜひご利用ください。

連絡先：安曇野市議会　安曇野市議会広報特別委員会　〒  399-8281 長野県安曇野市豊科 6000 番地
　　　　TEL  0263-71-2156（議会事務局）　E-mail : gikai@city. azumino. nagano. jp　
　　　　HP : http://www. city. azumino. nagano. jp/site/gikai/

議会だよりをいつでも簡単に

公式サイト：http://ikouhoushi.jp/
■ダウンロードはこちら

※アプリの使用は無料ですが、回線費は各回線ごとの
　負担となります。
※広告が表示されますが、本誌とは関係ありません。

スマホで

問議会事務局　　71・2156 　　71・2150TEL FAX

議会だよりをより多くの皆さんに読んでいただけるよう、スマートフォン、
タブレット向けの無料アプリ「マチイロ」で配信を始めました。
このアプリをスマートフォンなどにダウンロードして、登録することで
いつでも議会だよりをご覧いただけます。ぜひご利用ください。

安曇野市議会HP
https://www.city.azumino.nagano.jp/site/gikai/69784.html

第4回議会だよりモニター座談会より
若
い
人
に
読
ん
で
も
ら
う
に
は
…

モニターさんの意見として、もっと市民のみなさんに読んでもらえる議会だよりにという声をいただきました。
議会だよりモニターアンケート結果（70,71号）は次号に掲載します。

改めて、マチイロアプリをお勧めします。また、下記へいつでもお気軽にご意見要望をお寄せください。

親
子
で
見
ら
れ
る
議
会
だ
よ
り

に
な
れ
ば
、
政
治
離
れ
を
防
げ

る
。

新
し
い
試
み
が
で
き
れ
ば
…
。

思
春
期
の
頃
は
、
政
治
に
つ
い

て
言
っ
て
み
て
も
、
め
ん
ど
う

な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
聞

い
て
も
ら
え
な
い
。
授
業
で
先

生
か
ら
教
え
て
も
ら
え
た
ら
。

子
ど
も
の
声
、
届
い
て
ま
す
か
。

広
報
も
子
ど
も
に
聞
い
た
方
が

よ
い
の
で
は
。
子
ど
も
に
自
信

を
持
っ
て
届
け
ら
れ
る
も
の
に
。

議
会
だ
よ
り
の
品
質
は
向
上
、

進
歩
は
見
て
取
れ
る
。

若
者
を
も
っ
と
モ
ニ
タ
ー
に
導

入
す
れ
ば
、
な
お
良
い
。

経
済
建
設
委
員
会
視
察
報
告

7月23日
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23

30

本会議
（代表質問）

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
っ
て
知
っ

て
ま
す
か
？
私
は
議
会
だ
よ
リ
モ

ニ
タ
ー
を
や
ら
せ
て
頂
い
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

の
き
っ
か
け
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

小
学
生
の
頃
か
ら
小
学
生
新
聞
を
読
ん
だ

り
し
て
い
て
、
少
し
政
治
な
ど
に
興
味
が

あ
り
ま
し
た
。
中
学
生
に
な
り
、
も
っ
と
詳
し
く

調
べ
て
み
よ
う
と
思
い
、
議
会
だ
よ
り
も
読
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
続
け
て
い
て
、
少

し
市
政
に
詳
し
く
な
っ
た
気
が
し
て
き
た
所
に
、

母
に
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
へ
の
参
加
を
勧
め
ら

れ
ま
し
た
。安曇

野
市
外
に
住
ん
で
い
る
友
人
か
ら
よ

く
「
安
曇
野
市
は
自
然
が
豊
か
で
人
も
優

し
そ
う
で
い
い
所
だ
ね
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ

と
が
多
く
、
確
か
に
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
安
曇
野
を
よ
り
良
く
し
て
行
く
た
め
の
何
か

に
少
し
で
も
関
わ
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
た

こ
と
も
、
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
た
き
っ

か
け
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
を
や
ら
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
こ
の
二
つ
で

す
。

　
最
初
に
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
っ
て
知
っ
て
い

ま
す
か
？
と
聞
き
ま
し
た
が
、
私
は
最
初
は
全
然

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
や
っ
て
議
会
と
い
う
知
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
知
り
、
さ
ら
に
関
わ
ら
せ
て
頂
い

て
新
し
い
安
曇
野
が
知
れ
た
よ
う
に
、
も
っ
と
知

ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
、
安
曇
野
を
よ
り
良
く
す

る
た
め
の
何
か
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　広島平和記念式典参加事業に参加した中学生
の成果発表会が 9 月にあり、被爆中学生の学生
服の名札にまつわる話が報告されました。名札は
1944 年の内務省通達により、空襲後の死傷者等
の確認のために付けられたもので、本格的な本土
空襲を想定するものでした。議会だよりの一文が
議会への関心をより高められればと思います。

委員　臼井 泰彦　

　年がら年中、斧で薪割りしています。
車移動で壊滅的に弱ってしまった足腰。
薪割りをうちではジムと
呼んでいます。
ところが温暖化。
薪の消費量、年々減って
いるような…。
どうしよう足腰。

委員　橋本 裕二　

議会広報特別委員会
　委 員 長　小林純子　副委員長　辻谷洋一
　委 　 員　矢澤毅彦　大竹啓正　岡村典明　橋本裕二
　　　　　　臼井泰彦　中村今朝子　井出勝正　猪狩久美子

角
か く た に

谷　美
み

森
も り

さん

（三郷）

市議会12月定例会のお知らせ（予定）

請願・陳情は随時受け付けています。定例会ごとの締め切りは、開会日
の原則 10 日前です。開会時間は本会議 10：00・常任委員会 10：00　
日程や開会時間など変更となる場合があります。

議会からのお知らせ

議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」・議会ホー
ムページ「インターネット中継」で観よう！
傍聴希望の方は、市議会議場（市役所本庁舎３階）へお越しください。

公職選挙法に基づき、議員の寄附
の禁止を徹底します

地域行事、祭りなどへの寄附や差し入れ、
開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞い（親族
以外）、中元、歳暮、入学・卒業祝い、代理
出席の場合の結婚祝い・香典など、議員が
寄附をすることは禁止です。

『寄附　しない、させない、求めない』
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私
が
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
た
き
っ
か
け

近所の畑で、毎年可愛くデコレー
ションしてもらっているほうき草
です。安曇野の、人の優しさと自
然を感じられる写真です。

皆
さ
ん
は

ま
た
、

私
は

私
が

で
も

24


